
• ', 9,9-9・一、ー9 9,'9"•' ? •お， • ; 9 9 ~ →;, ;'< 
，・ダ巧・餃．ざ`し^シ ．tS・ 

ゞー・・

・.,, 

- 51 -

6. 
：．秋田県における

悪性新生物による死亡の統計学的観察

秋田県衛生研究所所長

技師

児玉栄一郎

石塚儀

〔I〕はじめに
近年抗生物質の出現に伴つて急性および慢性の細菌性

疾患による死亡が激減したことは今更こと新しく述ぺる

までもないが、これに代つて非細菌性の疾息、例えば中

枢神経系の血管損傷による死亡、癌性疾患または動脈硬

化性疾患、心臓病などが統計上上位を占めるようになっ

た。殊に昭和27年後半頃からは「癌およびその他の悪性

腫瘍」による死亡が I中枢神経系の血管損傷」に次いで

第2位を占めるようになったのである。

中枢神経系の血管損傷 (B22)による死亡は終戦直後

には驚くべき程の低率を示したのであるが、その後食糧

事情その他社会条件の好転に伴つてか、死亡率が次第に

上昇し来り、現在も年毎に高まりつつあるのである。筋

または悪性新生物による死亡はしかし前者ほど顕著な上

昇を示さないが、しかし僅かずつながら確実に高まりつ

つあることは看過し難いことである。

殊に癌性疾患はその発生原因が必ずしも明らかな訳では

なく、また治療として手術療法、放射線療法などあると

しても、これらには限度があり、根治することは至難の，

ことと言わざるを得ない現在である。

われわれは先ずわが秋田県について癌対策を樹立する

ことを希望するものであるが、その前段階としてまず統

計方面から検討することとした。但し統計はいわゆる統

計であつて、素材となるぺき症例を剖検上または組織学

的に検討した訳ではないのであるから、統計学的分析に

も自ら限度がある筈であると言いたい。

なおこの統計的観察に用いた資料は昭和28年以降の秋

田県衛生統計年艦並びに厚生省統計調査部調製の統計資

料(5)など、その他である。

〔Il］ 悪性新生物による死亡

(1) 秋田県における悪性新生物死亡の概況 ・
秋田県における悪性新生物による死亡の実数ならびに

死亡率の年次的推移を示すと第 1表、第 1図のとおりで

ある。すなわち明治33年には死亡が 273名であったが、

その後次第に増加し、大正9年には 501名となつて、明

治33年当時における数値の 1.8倍を示しているが、昭和

15年には674名、同25年には818名となり、昭和30年には

ついに1,065名を算えるに至った。これは将に大正9年の

2倍以上であるが、昭和34年には更に増加して 1,239名

となった。これら死亡数は勿論人口の増加と関連がある

訳で、これらを率（人口 10万対）で示すと、明治33年で

は34.8、大正9年は55.8、昭和15年は64.o、昭和30年は

79.o、同34年には92.1となって、実数で比較すると明治

33年と昭和34年では 4倍の増加ということになるが、率

で示すと 2.6倍強ということになる。これを更に全国の

率を対比してみるとそれぞれ46•4 、 72.6 、 72.3 、 87.1 、

97.9であって、率からいつても、推移の状況からいつて

も秋田県の場合は全国と比較して必ずしも高くはない、

むしろ低い目の数値であるというぺきである。

更にこれらの事象を男女の性別に分けて観ると、第 2

表（昭和25年以降、同33年まで）、第2図、第3図、第

4図に示すように、僅かな期間ではあるが、男女とも漸

増の傾向を示すことが知られるばかりではなく、秋田県

の場合は全国と比較して急激に増加する傾向がうかがわ

れる。第4図に示したように百分率をもつて示すと、全

国のものよりも秋田県の場合の曲線が上向きで、上昇が

急であることがはつきりうかがわれる。それが殊に男子

に顕著である。吉岡ら(2)は10カ年の各年度において、全

国総数、男女別ならびに府県別総数、男女別のそれぞれ

について年令構成を考慮に入れた訂正死亡率を算出して

全国男女別死亡率の年代的推移を観たとき、次のように

述べている、 「明治年代においては男女ともに急激なる

増率を示すが、大正から昭和にかけては著変なく、昭和

．初年頃はかえつて下降傾向さえみられる。しかし昭和12

年頃から再び上昇する。戦後の死亡率は男女とも激増を

示すが、とくに男子において顕著で、そのため男女の差

は次第に開きつつある。人口 10万に対する死亡率は、明

治32年においては男女とも43.8の同値であったが、昭和

28年には男子87.5、女子77・2と上昇し、両者はそれぞれ

全年次を通じて空前の最高値を示すにいたる。明治32年

との差は男子43.7、女子33.4となり、死亡率上昇の程度

は男子の方が女子より顕著である」。また昭和25年より

35年まで全国の悪性新生物の性別訂正死亡率を厚生省大
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第 1 表 全国秋田県別悪性新生物に因る死亡数

死亡率（人口 10万対）の年次的推移
第 1図

全国秋田県死亡率（人口 10万対）
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臣官房統計調査部(5)の資料によって示したものが第 3表

であつて、これをみても総数、男女ともこの11年問に上

昇しており、男子において率の上昇（1.2（音）が顕著な

ことがみられる。
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第 2 図

死亡率（人口 10万対）秋田県全国

年度別性別死亡率推移
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第 4 図

第 3 表

死亡総数に対する悪性新生物死亡割合（百分率）
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(2) 諸外国との比較

因みにわが国の癌死亡を諸外国 (24カ国）（3)のそれと

を比較すぺく、 1958年より 1959年までの 2ヵ年の値を示

したものが第4表、第5図であるが、 24カ国中全部位で

はわが国の男子が第18位、女子が23位である。従つてわ

が国における新生物による死亡は諸外国より多いとはい

えないと思う。

次に悪性新生物による死亡を主要な疾患の死因順位と

第 4 表 部位別にみたガソ訂正死亡率（人口 10万対）の国際比較

(1958~59年） （瀕木氏（3）による）

全 部 位 ｀ 胃
男 I 女 男 I 女

＇南アフ リ カ連邦 164.Q U8.4 32. 44 15-91 
力 ナ ダ 133.4 1 13• 8 21.05 lQ.45 
ア メ リ 力｛ 白 欠） l39ヽ4 108, 5 12.69 6.50 
ア メ リ カ非白） ・156・2 124.4 21.69 9. 83 
イ ス ラ 工 9レ l 17.o 1 17•9 23. 47 14,64 
日 本 133, 1 96. 4 70,63 37, 10 
西 ド イ ツ 158・ 8 126. 5 40. 63 24. 72 
オー ス 卜 リ ．ア 189-8 135•4 47. 77 26.56 
ペ 9レ ギ 157,2 122,1 30•57 18,90 
デ ソ マ ク 157-2 141-2 27,54 16.64 
フィ ン‘ ラ ン＇ ド 188.o 112.7 52. 62 29・86 
フ ラ ソ ス 160•9 106-1 26.38 13-86 
アイ Jレ ラ ソ ド 131-4 111・3 25.53 18.Ql 
イ ク リ ア 132.o 97. 2 34. 52 19.05 
ノ 9レ ウ 工 124.9 104.5 32.41 l8. 74 
オ ラ ソ ダ 154・5 120,3 32,02 l8.06 
ボ Iレ 卜 ガ 9レ 97.7 76. 7 30.20 17.67 
イングランド・ウエールス 173-8 114-1 26,50 l3. 94 
スコッ 卜 ラソ ド 189.4 124,9 29.25 17.24 
北アイ Iレラソ ド 148-9 113・3 28.67 17-91 
ス ウ 工 デ ソ 122.6 110.1 27.32 16-08 
ス イ ス 168-1 l l8. 2 33.44 20.65 
オース 卜 ラ リ ア 133•6 97.9 20,65 10. 13 
ニュージーランド 137• 7 . 108-6 19.24 10.O3 
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第 5 図 全部位別にみたガン訂正死亡率（人口10万対）の国際比較(1958~59年）

（瀕木氏(3)による）
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いうことから今一度検討して見たい。第6図に示すとお

り、昭和23、24年には第5位、 25、26年には 1段昇つて

第4位となり、翌27年には第3位、その翌28年には第2

位となって、脳卒中死亡の次に位することになったこと

は秋田県においても全国同様である。

(3) 秋田県における悪性新生物の死亡率、性比、総

死亡に対する百分率の年次別推移の概況

(a) 秋田県の悪性新生物による死亡率の年次的推移に

ついてはすでに第 1回に示したように、明治33年には人

口10万に対して 34.8、その後明治末期から大正9年頃

までは漸増の傾向を示し、その後は昭和9年頃まで大し

た起伏もなく、 55.0程度であったが、昭和9年よりやや

増加の気勢を示したのであるが、昭和26年からは急激な

上昇を示し、昭和30年には昭和26年に比して人口10万対

10.0という差を示し、更に昭和34年には昭和30年に比し

て13-1の上昇となつている。このような急激な増加率は

全国府県中にも珍らしいと言わなければならないだろ

ぅ。

このような急激な上昇傾向を男女別に観ると、第2表

第2図に示してあるように男女両方が上昇しているが、

特に男子において顕著であることが認められる。その原

因については後に述べたいと思う。•

(b) 性比。性比は昭和25年には99.0、すなわち 100以

下であったが、昭和26年には死亡率も上昇したが男女の
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間隔が開いて現在では120.0となつている。 この間の事

情は第3図に示したとおりである。

以上の事情について吉岡ら(2)も「明治年代においては

男女ともに急激なる増率を示すが、大正から昭和にかけ

て著変なく、昭和初年頃はかえつて下降の傾向さえみら

れる。

しかし昭和12年頃から再び上昇する。戦後の死亡率は

男女とも激増を示すが、とくに男子において顕著で、そ

のため男女の差は次第に開きつつある。」と述べている

が、秋田県においても略同様の傾向を示したものと思わ

れるが、また瀬木三雄ら(3)も人口 10万に対する死亡率

は、明治32年におし、ては男女とも43.8の同値であった

が、昭和28年には男子87.5、女子77.2と上昇し、両者は

それぞれ全年次を通じて空前の最高値を示すにいたる。

明治32年との差は男子43.7、女子33.4となり、死亡率上

昇の程度は男子の方が女子より顕著であると述べてい

る。

また厚生省統計局の統計(5)によつて昭和25年より35年

に到る訂正死亡率によつて見ても、昭和25年における男

女の差が僅か2.8であったものが昭和30年には 10.1とな

り、昭和35年には15.o（第 3表参照）となって、甚しい

差が見られるようになって来たのである。このような差

異が男女問に現われる原因は確実には言えないことであ

るが、推定については後述するつもりである。
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第 6 図 悪性新生物死亡順位の年次別推移
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(c) 総死亡に対する悪性新生物の死亡割合（百分率）

昭和25年当時は悪性新生物による死亡は全死亡の10劣程

度であった凡昭和27年には16.0％と上昇し、爾来おお

むね2.o痴程度年々増加し、昭和33年には25.5%、これ

は昭和25年の 2•5 倍の増加を示している（第 4 図参照）。

(4) わが国における悪性新生物の死亡率、性比、総

死亡に対する百分率の年次別推移について

わが国における悪性新生物の死亡率の推移は第 1表、

第 1図に示すとおりで、明治33年から昭和5年頃まで漸

次増加の傾向を示し、昭和5年から同24年頃まで大なる

起伏もなく、人口 10万に対し70.o前後で、殆ど安定した

状態を持続していた。その後はしかし、昭和25年には

77.4 、同3~には87-1 と再び逐次増加し、昭和34年には

97.9と、それまでの最高を記録するに至つた。この上昇

傾向を男女の性別にして昭和25年からの状況をみると第

2表第2図に示すように勇子女子共に増加はしたが、増

加の程度は男子に著しい。

性比は昭和25年から昭和28年までは 102.0~100.0で

あったが、同 29年には遂に 110.0となり、同 30年には

112.9、同33年には116.2ということになり、男女間に見

られる隔りはますます明瞭となった。
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次に総死亡に対する悪性新生物による死亡の割合は昭

和25年には7.1%、同29年には10.4飴、同33年には12•8妬

となり、更に増加の傾向を示している。しかしこのこと

は悪性新生物が急速に増加しつょあることばかりとは言

えないことで、例えば他疾患、殊に結核などの慢性細菌

性疾息や、赤痢、肺炎の如き急性細菌性疾息による死亡が

減少したばかりではなく、医学の進歩と共に診断技術の

向上した、あるいは向上しつ上あることにも由るもので

あろうと思われる，、このことti世界諸国における悪性新

生物の消長についても言えることであろうと思われる•6

I 悪性新生物の部位別に観tこ死亡に
ついて

(I) 秋田県における悪性新生物の部位別死亡の概況

秋田県において昭和25年から昭和33年に至る期間の部

位別ならびに死亡率（人口10万対）は第5表、第6表に

示すとおりであるが、それを図示すると第7図（男）、

第8図（女）のようになる。

まず男女において増加または上昇の顕著なものを挙げ

ると、口腔および咽頭（0•6→ 1•1) 、消化器および腹膜

(51•7→79. Q)、 胃（38,4→60.9)、 胆路および肝臓

(5.1 →8•3) 、辟臓（0． 5→ 1•8) 、呼吸器 (3•4→7.2)

気管•気管支および肺（1 ． 4→5•8) 、骨 (0•3→ 1.4)

リソパ組織および造血組織 (3•6→5•4) であり、また

程度こそ低いが増加しているものは食道 (2•5→3•5) 、

十二指腸・小腸および大腸(1.5→1.7)および白血病一

無白血病 (2.5→3.1)である。喉頭などは (0,8→o.9→

0•3) 一時増加を示したが、最近は減少したし、また直

腸 (2,5→3,0→2.0)なども同じ傾向を示している。

・次に女子についてこれらの状況を見ると、まず増加の

激しいものは消化器および腹膜（37,9→46.2) 、胃（28

•2→32•O) 、十二指腸、小腸および大腸（1.2→3•2) 、

辟臓 (0,3→2.0)、呼吸器 (2,1→4,0)、気管・気管支

および肺 (1.5→3・3)、リンパ組織および造血組織（2.

1• 3•8) •および白血病・無白血病 (1.1 →2.3) であり、

やや増加の傾向を示すのは食道 (0,9→ 1•3) 、胆路およ

び肝臓 (4•2→5•1）および骨 (0.5→ 1.2) であり、大体

横這いするものは口腔および咽頭 (0.2→0.3)、直腸

第 5 表 部位別性別年次別悪性新生物死亡数

q汰田県昭和25年～33年）

ー死＝因部＝位別ニロ——ニ竺亡戸竺 度別 昭25 昭26 昭27 昭28 昭29 昭30 昭31 昭32 昭33別
死亡数死亡数死亡数死亡数死亡数死亡数死亡数死亡数死亡数

全 国 総 数 ーご―
32,670 33,872 35,845 37,386 39,703 41,223 43,628 44,777 47,237 
31,758 32,482 33,643 34, 192 35,606 36,498 38,251 38,378 40,658 

秋 田 県 総 数

i 
407 486 544 541 517 568 634 645 649 
411 428 483 430 497 497 567 524 535 

口 腔 お よ び 咽 頭
4 3 4 8 4 10 4 7 7 
1 2 3 3 5 5 8 2 

消化器 お よ び 腹 膜
334 400 461 453 418 469 516 522 516 

女 25l 251 287 257 300 297 349 331 320 

食 道

_口一塁：:―― ロ
16 28 31 30 24 31 23 30 23 

6 • 8 11 13 '8 6 14 13 ， 
胃 248 300 345 336 308 346 377 377 398 

187 176 206 182 202 220 238 227 222 

十 指 腸、小 腸
l 3 l l 5 1 I 
2 1 l 4 

大 腸（直腸除く）

i 
， 14 6 8 8 5 8 6 IC 
8 15 14 14 12 12 13 14 22 

直 腸
16 13 14 18 15 19 20 17 13 

15 16 16 12 19 18 18 12 15 

胆路および原発と記載された肝臓
2 1 10 6 11 11 14 8 21 

女 l 3 4 3 6 4 6 8 ， 
肝 臓 （続発詳細不明）

i 
31 34 40 43 33 44 51 54 33 
27 20 28 : 25 28 19 39 32 26 

辟 臓 3 2 4. 3 11 8 10 15 12 

2 ， 4 l 3 6 12 8 13 14 

腹． 膜
8 5 ， 8 8 5 8 14 5 

―女― 5 7 5 6 8 4 11 12 3 



·— 58 -

呼 吸 器男 22 24 ___E •••• 26 32 33 42 46 47 
,.女 14. 10 8 8―-14 16~ 28 

鼻、鼻腔、中耳および副鼻腔 ．+  7~_2 6 6――万ロニコ 8 4 

2 田 4 2 2 1 2 5 喉 ’ 頭 5 5 6二二亙ニニコ--3 2 
2 1 3 2 1 1 

気管、気管支および肺； 9 13 20 20 30 34 33 
9--1--—き 3 9 II II 18 23 

乳房および性尿器・ 舟――-星一 7 --2 `  2 20 9 17 116 140 147 124 139 126 13 

乳 房女 12 18 14 I 2C 15 29 

子 宮 頚女 10 13 I.O ]5  23 7 7 22 

子 宮 体女 ---2~’

詳細不明の子宮女 79 94 llC 89 103 73 93 76 51 

腎 臓 一塁― 3 3 - l I 2 2 I 
-- 2----=1 I 2 2 3 

膀脱およびその他の泌尿器 号— 6 7~-—万 3 10 
2 l 7 3 8 3 

その他および部位．不明 ' =:-= 13 26 —三互191l三—』27 24 27 15 16 20 24 

・骨 2 8 7 9 

3 4 5 I 12 5 8 
リンパ組織、造血組織―!JL 23 28~ 37--35 

斉— 14 28 」23 、18 26 
リソパ肉腫、細綱肉腫 4 4 12ー一旦 ， 

二［ニ 5 5 5 6 3 
白血病、無白血病 16 22 23 20 20 

7 18 14 10 16 

第 6 表

死因

年次別、死因部位別性別悪性新生物死亡率（人口100万対）
（秋田県昭和25年～33年）
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哭管、気管支および肺 ．嬰□I 1.4 1. 8 2. o 3. o 5. 2 5.8 
0,6 0,6 0,4 1,3 2.6 3.3 

乳房 女 2.7 2. 1 1 •5 3.o 2・2 4. 2 

子宮 13• 3 l3. l 

骨 =iロー星 0. 6二豆 1. 1 l. 2 1. 1 l. 4 

0. 5 0・5 0. 4 0•6 0•6 o.7 1.2 

リンパ組織および造血組織
3. 6 2. 8 4. 4 3. 7 4. 2 5• 6 5,4 

―女ー 2. l ―百万~ 2.2 4. 1 2・6 3,8 

白血病、無白血病 一女男 2. 5ニー 2. 3 3. 3 3,0 3. l 

l. 1 0. 9 2. 2 1・6 2. 7 l •4 2.3 

第 7 図 部位別、年度別性別死亡率

（人口 IO万対）の傾向
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(2.3→2.2)で減少したものは喉頭(0・3→0.1または一）

である。そして女性特有なものとして乳房 (1•8→4.2)

は増加しているが、子宮は殆ど変化がなし、C

此処において以上の成績を全国値について厚生省大臣

官房統計調査部菅沼氏（4)（昭和25年から同36年まで）の

成績（第 7表）と比較すると、まず男子において増加明

らかなものを挙げると、辟臓（人口 10万対訂正死亡率で

o.a→2.6) 、気管•気管支および肺(1 .9→8•5) 、泌尿

器 (1.o→2・2)、性器 (O.5→1.5)、および骨 (O.6→

第 8 図 部位別、年度別性別死亡率

（人口 10万対）の傾向
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l.3)で、減少を示したものはなく、 他はすぺて僅かず

つではあるが上昇を続けている、すなわち秋田と比較す

ると、気管、気管支お・よび肺、膵臓、骨などは一致して

いるが、秋田における喉頭や直腸のごとく減少は示して

いないのである。

次t均女子について比較すると、まず全国で急増したも

のは辟臓 (o.5→J.8)、 気管、気管支および肺（O•8→

3.7)、 泌尿器 (0.7→l.4)であって、秋田と比較して

一致するのは辟臓、気管、気管支および肺だけである。
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•第 7 表 部位別にみたガン死亡率（人口 10万対）の年次推移
（厚生省）

霜喜含部 位 25年126年27年28年129年30年31叫32年 33年I34年 35年 36年
140-205 全 部 位男 I 80. ~1 81. 6 85. 087. 5 I 9l. 5 94. 401 | 98.4 I 100. 功104. 4 ， 107. ゚7 l l l. ~1 112-€ 

女 74. 75.4 77. 077. 2 79. 3 80. 83. 3 82. 86. 89. 90. 92 1 

140~148 ロ腔および咽頭男 I l. ~1 J. ~1 1. >l・1I 0.9 o. ， 5 0,9 1. ~1 1. ~1 1. l I l. 1 I 1.1 
女 o. o. o. 0-5 0-5 o. 0-5 o. o. 0-6 0・6 0. 5 

消 器 腹 膜 男 66,5 |i4 6 8. 累0.2 71-5174. ゚3 75. 401 1 78,4 79.4 80. ;1 82. ~1 85.4 I ＇ 86. 1 
150~159 化および 女 42-83. 5,446-0147. 49. 51.0 50-6 52. 53. 55.2 • 56-1 

I 食 道男 4,81 4,6 4.9 I 4, ， ゚5. ゚， 4. 8 5. l I 5. 1 5.1 I 5. 3゚| I 5.4 ！ 5. e 
150 女 1-911-8 1-9 2. 1. 1-9 2.1 2.0 2.1 2. 2.1 2.2 

I 甲男 46• 6 I 47. 畠9.4 ！： 9.9 I 51. o|＇ 52. 2 53.3 54,5 55. 6 56,4 I 57. 3 I 57.2 
151 自女 28.829. 0-0 0-3130. 913t. 7 32. 9 32. 6 33-3 34. 1 34-6 35-C 

I 腸 男 I 1. 7 I 1. ~1 I, 7 l. 6 I l. 7i | l. ~1 2. o2l | 2. ~1 2. l 2. :l 2.2 I 2,3 
152. 153 十二指腸、小腸および大 女 2.2, 2. 2.1 2.0 2-11 2. 2. 2. 2-6 2. 2.6 2-1 

男 2-9l 1 3. ~1 2. ~1 2. 9 3. 1 I 3・見3. 2 3. :l 3. ］ 3.5 I 3. 2 3• 6 
154 直 腸女 2.5I | 2. 2. 2. 6 2. 7 2. 2. 8 2. 3.. 3. 1 3. 2 3. 3 

I 路 令 肝 臓 男• 8. ~1 9. ;I 9,6 IO. ］ II, I I 1 1. l 12. ~1 11. 5 I 11.6 I l l. 7 12,6 I 12. 3 
155-156 胆および 女 6. 6. 7. 1 7. 7. 7 8. 1 8. 7• 9 8• 5 8. 6 8. 8 8. s 

I 嬰 0. 8 0,8 o. 9 I 1. 2 l • 3| l. 4 l. 閲 i • 9 2・゚5 2.1 2,5 I 2. 6 157 辟臓。・5O. 6 0・7o. 8 1. o| l. 1 l. 1.4 1. 1. 7 1. 7 1. e 

ヽ 嬰 4. 6 4. 閲4. :I 5. ~1 5. 9 6. ;l 7.5 I 8. 1 8. 9 I 9. :I 10・5I 11.、
160-165 呼吸器系 2.0 2. 2. 2. 2-6 2. 3.4 3-6 4.3 4. 4.5 s.c 

I 塁 l. 4 l・2 1. 3 l • 4 I 1. ;¥ 1.2 1,3 1.3 l. ~I I 1. 2 I l. :I 1.3 
161 喉頭。．50. 4 0.4 0•4 0. o.4 0.4 o.4 o. 0.. 4 0. o. 3 

I 悶I l. ~1 l. 9 2.6 I 2.9 3. ~1 4. 3 5. ~1 5. 7 6. ~1 7. 3 ゚ 7.9 8・5
162,163 気管•気管支および肺 。． o．9 1. 11 1.2 1. 1• 8 2. 2.3 2. 3. 3・2 3,7 

170 乳 房女 ~-3 3.3 3.3 3. 3 8 4 2~ 3. 4 3. 5 3.4 3. 1 3. 6 3. 5 3. 5 3・ 6 

o.s 0.7 0.1 o. 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 ・1.4 "t.s 
17]~179 性 器悶 20•720.］ 19. 3 18. 18. 4 17. 3 17• 4 16. 9 16. 7 16. 6 16• 5 16. 4 
171,174 子宮 19,719, 18,417, I 17-216-016.0 15-4 15-2 15-4 ゚o: 14. 9 14. 5 
1753 卵 塁 0. 8 0. o. 8 0・9 1-0 1-0 1.2 1.2 1.2 1. 1-4 1-5 
177 前立 。・20. o. 3 0• 5 0. 5 0. 6 9 0. 7 0. 8 1. o ]. 1. oi ]. l 

I 塁I I りlI. I 1,1 I l • ~1 1. 6 ， l • 5 l. 7 I !. 7 I l. 9 I 2. ゚2 2. ;I 2.2 
180-181 泌尿器。： o．7 0・8Q. Q. Q.9 1.1 1.1 1-1 /l. [. 1-4 

I 悶I 0. 7 I 0,5 o. ~1 0.7 o. 76! | 0,7 I o. ~1 0. 7 I 0. 7 0. 8 0,7 ！ o.6 190-191 皮膚。•5 o. 6 o. o. 5 o. o. 6 o. 0, 7 o. 7 o. 6 o. 7 o. 6 

I 悶I 0,6 0•6 o. 9 I I. ， 1 1 • 2 ， l. 1 1.2 I 1.3 J.2 I l. 閾l 1. ；＼ 1 • ,3 9 
196 ,l'} 日 o.40. 5 O. 6 0. o. o. 8 0. 8 o. 9 0.9 0. o. o 

リンペ 塁織器お よび 嬰 2・93. 1 3. ~1 3. 7 4. o I 4. :¥ 4. 5 4. 5 4. 8 5. ~1 5,3 5. 4 ¥ 
200~205 組織 1-9 2.0 2. 2.5 2-612- 2.9 3.1 3.4 3. 3-6 3・8

嬰I I 8 1. 9 1, :I 2. 2 6 2.6 2.e 2. ， ゚2. 8 3・ 0 3. ~1 3. 2 3. 2 
204 白血病および無白血病 1:2 I・3 I, I, 1,7 1,8 2, 2.1 2,3 2, 2,4 2,5 

また全国で減少を示しているのは子宮 (19.7→l4.5)で

あるが、秋田では横這い状態である。

次に性比についてその部位別状況を見ると第8呟往およ

び第9表のとおりである。 すなわち100.0以下を示すも

のは十二指腸、小腸および大腸であり、また皮膚癌も年

次によつて100.0を下廻つている。 次に低いものに直腸

があって、 110.0程度、その他白血病、無白血病や骨、

辟臓、胆路および肝臓は110.0~150,0程度であり、また
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胃は150-0~160-0 、消化器およぴ腹膜は大体l.5o~o~2.00 その他食道、口腔、および咽頭は 170.o前後となってい

・0以上、喉頭、気管、気管支および肺を含む呼吸器系、 る。

第 8 表 秋田県部位別にみた悪性新生物の死亡性比

；五五「ー竺門1昭 25 昭 26 昭 27 昭 28 I昭 29 昭 30 昭 3I I昭 321昭 33 
全 国 総 数 102.9 104-3 1． 06•6 109. 3 l l l • 5 l l2. 9 114-1 116-7 116-8 

秋 田 県 総 数 99.QI 113,6 112.6 125. 8 104-0 114,3 111-8 122.9 121.3 

ロ腔および咽頭 400,0 150,D 』 133.3 266,7 400.o ・200.0 • 80-0 87. 5 350. o 

消化器および腹膜 133,1 159.4 160,6 176-3 139,3 157-9 147-9 157-7 16[. 3 

食 道 266-7 350-0 281,8 230. 8 300. o 516,7 164,3 230. 8 255,6 

胃 132-6 170.5 167. 5 184-6 152.5 157. 3 158.4 166-1 179,3 

十二指腸小腸および大腸 125,0 100-0 50,0 60. o 66. 7 38. 5 76. 5 50,0I 50.Q 

直 腸 106,7 81 • 2 87. 5 150-C 87. 9 105-6 Ill.I 141-7 86. 7 

胆路および肝臓 112.9 152-2 159-4 175.o 129-4 239-1 144,4 155-0 154-3 

辟 臓 150. o 50.o 400•O 100.0 183• 3 66. 7 125-0 l l5. 4 85• 7 

呼 吸 器 157-1 140,0 287. 5 325.( 228•6 206.3 300-0 219.Ol 167-9 

喉 頭 250.o 900.0 2()().o 500．〇 2OO.o 300．〇 600.0 300,0 

気管、気管支および肺 90.o 225. o 300．〇 433.3 222・2 181-8 258. 3 188,9 165-2 

骨 66. 7 133. 3 200.0 175-0 2()().o 140.Q 91.7 140-0 112-5 

リンバ組織、造血組織 164-3 138-5 120. 8 160,0 100,0 82.6 170.0 205,6 134,6 

白血病および無白血病 228-6 1 83. 3 100.0 136-4 122. 2 73. 6 164. 3 200．〇 125-0 

第 9 表 部位別にみた悪性新生物の死亡性比 （全国）

；丘臼「三 昭22I昭23 昭24 昭25 昭26 昭27 昭28 昭29 昭30¥昭31¥昭321昭33
ロ腔および咽頭 204. 71187.3 195-2 161,8 174. o 196-8 197-5 166-7 175-4 173-5 150-9 175. 8 

消化器および腹膜 148-6 146-9 154.9 149. 5 149,8 149-0 149.9 151,0 148-7 148,7 15 1. 5 149.3 

食 道 243. l 260. 7 274. 3 244. 5 241.9 245.o 246, l 253. 8 241,3 236-2 246• 7 241,3 

胃 155-8 154.8 160,4 156, I 159,0 158 • 9 159, 1 159-4 158-9 156,8 161-4 161.2 

十二指腸、小腸および大腸 88. 7 85,5 86,8 73.2 84. 3 76.7 77. 8 76.2 8 1. 8 85. 1 84. 7 78・l

直 腸 lo.5 104-6 122,5 lll-8 1 13•6 106-3 108.3 111,9 108-0 110,9 107-0 105-9 

胆路および肝臓 135-8 129.2 140,4 139-7 131-3 130.Q 133-3 138. 5 131,8 138. 5 139-8 131-4 

膵 臓 137-3 136,0 147,7 165-7 120.0 127,3 141.8 127-2 131-0 124-8 135. 9 127-8 

呼 吸 器 217-1 260•6 249,3 216-4 205.3 213-1 226.1 223. 3 221.9 216・2 219•4 202.5 

喉 頭 264,8 404. 8 298-9 255.6 314-2 286. 6 325. 7 286. 7 296. I 279,4 301-6 306,9 

気管、気管支および肺 209.7 207-9 235-6 . 239. l 209,0 218. 5 218-2 233. 4 231 •4 232. o 236・7215,9 

泌 尿 器 1 14•8 l l3•O ll0,7 144.6 160・5 133,0 148. 2 166-0 161.0 147-5 139-9 164. 4 

皮 膚 110・2 9l.9 104, 7 129. 8 94,6 103. 2 118.2 105,9 114, 1 110-4 97.7 102-9 

メ月 101-7 92,2 106.1 121-5 1 15. 8 135-9 1 19. 2 127,0 137,8 145,3 136-5 136-8 

リソバ組織、造血組織 146-3 150-7 141-4 143,9 147. o 154• 3 148-2 141-7 138-9 

白血病、無白血病 132.4 140-8 124-0 141-3 143-6 125. 6 129-5 150-2 147,3 141-4 128-8 126-€ 



第 10 表 部位別悪性新生物訂正死亡率（人口10万対）の年次別推移

（全国） （厚生省調製）
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第 9図 年度別、部位別訂正死亡率（人口

10万対）推移（全国）
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C 1) 秋田県の場合

秋田県における年令階級別死亡率（人口 10万対）を昭

和22年当時と昭和30年以降とを比較してみると、次に示

す第12表ならびに第12図の1、2のとおりである。両者を

比較して特異なる現象として挙げられることは 0オより

20オ未満のものに悪性新生物による死亡率の著しい上昇

ということである。そしてこの死亡の増加は30オの域ま

で続いている。 30オ以後はやや安定した増加率を示しな

がら推移し、 70オを頂点として漸次下降して行く。ここ

に問題となるのは20オ以下の若年層の死亡の増加である

が、その原因または病因に関してはいろいろ考慮しなけ

ればならない点が多々あると思われるが、統計に現われ

たものはすなわちリソバ組織、造血組織、白血病、無白

血病などの増加である。

次に秋田県における悪性新生物による死亡を年令階級

別から更に性別、部位別に眺めると第12表、第13表なら

びに第13図に示すとおりである。



第 11 表 （全国） 年度別性別部位別悪性新生物の死亡数並に死亡率（人口 10万対）

（厚生省大臣官房統計調査部調製）

□ 1 女数 胃：霞Ii新口物 I食：の悪li新：物 眉ど］”：厨ー□□□戸：
三尋 69.927,24168. 2 15, 771 41.4 lo, 122 25. 31, 709 4. 51 703 1.83, 060 8.o 2, 253 5.6 579 1• 5 563 1.6 

昭和2328,023 71. 628, 610 70.0 16, 551 42.3 lo,69l旱 1,804 4.6 692」皇2, 7.8享 5. 8 6741」コ」1
昭和2480, 256 75. 529, 633 71. 0 17, 781 44. 4 1 1, 087 26. 6 2, 057 5. 1 750 1. 8 3, 217 8. 0 2, 292 5. 5 727 1. 8 838 2. O' -- - -------- --- ----I 

' 昭和2532,670ー腔凸31,758 74.9 19,023 46.6 12, 188 28・81, 961 4. 8~一~一旦翌ー上丑 948-2名

昭和2633, 872 81.632, 482 75.4 19,865 47.9 12, 491 29.0 1, 899 4.6 785 1. 8 3,895 9.4 2,965 6.9 757 1.8 898 2. 1 

昭和2735, 845 85.033, 643 77. 020, 814 49.4 13, 101 30.o 2,070 4.9 845 1.9 4,058 9.6 3, 121 7. 1 700 1•7 913 2・l

／昭和2837, 386 87.534, 192 77.221,347 49.9 13,418 30. 3 2, 101 4.9 875 2.0 4,282 10.0 3,213 7.3 685 1•6 880 2.OI 

昭和2939, 703 91. 5 35, 606 79. 3 22, 1 16 51. 0 13, 875 30. 9 2, 155 5.o 849 1. 9土追包 1 1 • 1 3, 466 7.7 720 1 • 7 945 2• 1 

昭和30l41,_2231 94-0!36, 498l~l~I s2. 2114~1 31. 11 2, 1021 4-8I 8111 ____1-_2I_± 877I 11・113, 1001 8-1I -795I 1.8I 972I 2. i 

昭和3143, 428 98.4 38,251 83. 323, 642＿互匹 l5,081 32.9 2,272 5. 1一互竺 2. 1 5,342 12.0 3,856~ 1,016-2丑

昭和32144, 7771 100-0!38,3781 82-9124,3801 54-5115, 1041 32-61 2,2971 5-11 -9311 2-01 5, 1281 11.51 3,6671 7-91 8841 2.011,0441 2-3 

昭和 ___ 2.111,212I 2.6 

直 腸 辟 臓 呼吸器系 気管、気管支および肺 乳房女性性器

男 I 女男 I 女男 I 女男 1 女女女

昭和22 987 2. 6 901 2. 3 140」 l02 0. 3 1,0161＿五？ 468 1. 2＿笠99 1.4一。・6 1, 192 3. o 8, 182! 20. 5 
昭和23 1, 063 2. 7 1, 016 2. 5 185 0. 5 136＿四 l，230 3. l ＿匹 l．2 553 1. 4 266 0. 7 1, 235 3. o 8, 443 20. 7i 
昭和24」犀 2. 9 955 2.3 223ー星ー四 0. 4 1,401| 3. 5| 562 1. 3 72l l. 8 306一皇 1,370 3. 3 8,729 20. 9 

昭和25 1, 199 2. 9旱 □ 328 0. 8 198 0. 51,8741 4. 6二§ 2. o 789」? 330 0. 8 1,419 3. 3 8, 783 20. 7| 
昭和26 1,251 ＿豆上四 2.6一匹 0. 8 265 0. 6 1,739 4. 2 847 2. 0 809 l.9 387 0.9 1,4.02一臼 8,600 20. c 

昭和27 1,236-3竺 l,163 2.7ー；竺 0. 9一三旦6 0. 7 2,063~ 968 2.2 1,084 2. 6 496 1. 1 1,446 3. 3 8,452 19. 3 

巴立39よ上巴 2.6 509 1.2 359 0.8 2,214 5.2 979 2.2 1,234 2.9 518二 l,4523.3旱 l8.4

昭和29 1,351 3. 1 1,207 ~ 570 1. 3 448 1. 0 2, 567~ 1, 147 2. 6 1,599 3. 7 685-」凸 l,526~ 18. 4 

昭和30I 1,356I 3. lJ 1,255I 2.8J 625I !.4I 477I 1. 11 2,920I 6-711,316I 2-9I 1,893¥ 4-3I s1sl 1-8I 1,572I 3-5I 7,867I 17,3 

昭和31 1,439 3. 2 1,297 2・8 719 1. 6 576 1. 3 3,342 7. 5 1,546 3.4旦匹、5.2, 999 2. 2」四ー□ 7,987 17. 4 
昭和32 1,456 3. 3 1,360土 851 1. 9_6~」三 8. 1 1,662 3. 6呈 5. 7 1. 085 2. 3上竺」 7,83：旱
昭和3311,5001 3-3I 1,4111 -3.01 9091 2.01 1111 r.514,039I 8-911,993I 4-312,9191 6.511,352I 2.911,692I 3-617,8051 1―6. 7 - - - -． 

子 宮 白血病無白血病

::ll、女／ー＿一女／
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第 12 表 年令階級別年度別悪性新生物死亡率C人口10万対）推移
（秋田県）

こ！昭 2 2 I昭 3 。I昭 3 1 I昭 3 2 I昭 3 3 昭 3 4 I昭 3 5 
死亡総数 51. 8 78.1 90.9 87.7 87.9 95.8 105.1 

゜
•一— 4 0.6 0.6 12. l 6.3 12.3 7.4 7.5 

5 •~ ， 1.2 2.9 3.7 3.1 3.3 5.2 3.8 

10 ～ 14 0.6 4.3 6.0 5.8 4.8 7.0 5.0 

15 ～ 19 4.2 4.2 9.0 8.3 4.8 2.5 6.8 ， 

20 ～ 24 3.5 5.8 11.9 7.8 7.8 12.8 11.6 

25 ～ 29 8.2 16.6 16.0 15.7 20.9 16.0 9、.1 

30 ～ 34 22.3 40.9 42. l 31.2 28.2 24.2 26.9 

35 ～ 39 43.4 51.4 73.2 54.4 37.5 32.8 49.5 

40 ~ 44 71.4 95.4 93.2 73.4 68.3 84.8 99.7 

45 ～ 49 135.1 171.6 156.9 155.6 139.9 161.8 178.3 

50 ～ 54 183.8 225.8 241.8 191.7 235.6 240.1 286.6 

55 ～ 59 240.9 334.5 364.5 390.8、 325.9 379.0 273.1 

60 ～ 64 379.1 494.6 523.8 437,5 493.9 512.2 551.3 

65 ～ 69 443.4 587.0 653.8 732.0 614.7 610.8 721.9 

70 ～ 74 469.4 599.9 768.8 678.4 832.8 747.4 1033.2 

75 •~ 79 272.6 550.0 1366.5 859.7 854. l 978.4 1606.3 

80 ～ 92.2 571.4 525.0 253.2 230.2 704.5 741.0 
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第12図の 1

年令階級別年度別死亡率（人口

lO万対）推移
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≪) 全癌死亡を性別的にみると、男子は一般に各年層

層において増加しており、殊に40オ～44オ以下の青

年層ならびに65~69才以上の老年層に増加が著明で

ある。女子では30オの青年層から65オの老年層に亘

つて概して安定した増加ないし横這い状態を示して

いるが、しかし30オ以下および70オ以上ではやや増

加を示している。

（口） 胃癌について見ると、全般的に死亡率の上昇を示

しているが、 70オ以上の年令層において上昇が顕著

である。これを性別に分けてみると、

男子は30オ以前は減少し、また65オ以上は著明に上

昇する傾向が見られるが、その他の年令階級では安定し

た増加を示していることが注目される。女子では50オ未

満ではやや安定した増加率を示しているが、 50オ、 60オ

代では増加を示すが、これには動揺があるので、しかし

70オ以上の老年層となると着実な増加率を示しているの

が見られる。
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（ハ） 次に気管、気管支および肺癌においては、 40オ未

満の死亡者は極めて少数であって、昭和35年には僅

か 1名に過ぎず、昭和34年には4名、昭和33年には

3名である。このことから言えば、気管の癌や肺癌

など減少しているということになるが、しかし45オ

以後になると急激に死亡数は増加し、また死亡率も

上昇し、その増加傾向は他部の癌死亡に見られない

ことである。これを性別にみると、男子において44

才未満では殆んど統計的数値を示すことが困難なく

らいであるが、 45オ以上となると急激な増加とな

り、比率も上昇する。

」 心・ヽ ~ヽ＿，_- -



第 13 表 ．年令階級別、部位別性別死亡数並に死亡率 （人口10万対） （秋田県）

覆別 別 B 1 8 悪性新生物
B18a胃の悪性新生物 肺B1の8b悪気性新管生気物管支および Bl8C乳房の悪性新生物 Bl8d子宮の悪性新生物 Bl8e白血病無白血病 18Bfそ の 他

昭 3 3 昭 3 4 昭 3 5 昭 3 3 昭 3 4 昭 3 5 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 3 3 昭 3 4 昭 3 5 

数 1率数率数亭 数 1 率 数率 数率 数率 数率 数率 数率 数 l率 数 1率 数 l率 数 l率 数率 数率 数率 数 l率 数率 数率 数 l 率

計 1,211 87.9 1,290 95.8 1,404 105.1 617 44.8 621 46.1 717 53.7 57 4.1 55 4.1 75 5.6 27 2.0 14 1.0 19 1.4 93 6.8 77 5. 7 79 5.9 31 2.3 26 1.9 43 3.2 386 28.0 497 36.9 471 35.3 
死亡総数 嬰 662 

98.2 740 113.5 788 129.8 395 58.6 415 63.6 451 74.0 32 4.7 39 6.0 53 8.7 16 2.4 13 2.0 20 3.3 291 32.5 273 41. 9 264 43.3 
549 78.1 550 79.3 616 89.2 222 31.6 206 29.7 266 38.5 25 3.6 16 2.3 22 3.2 27 3.8 14 2.0 19 2.7 93 13.2 7711.1 79 11.4 15 2. l 13 1.9 23 3.3 167 23.8 224 32.3 207 30.0 

翡女
16 12.3 ， 7.4 ， 7.5 6 4.6 3 2.5 4 3,3 10 7.7 6 4.9 5 4.2 

0 ~ 4 12 18.6 5 8.5 5 8.2 4 6.2 2 3.4 1 1.6 8 12.4 3 5.1 4 6.6 
4 6.1 4 6.4 4 6.7 2 3.0 1 1.4 3 5.1 2 3.0 3 4.8 1 1. 7 

計 6 8.8 ， 5.2 6 3.8 2 1.1 4 2.3 4 2.5 4 2.2 5 2.9 2 1.3 
5 ~ 9 
嬰

2 4.2 6 6.7 2 2.5 1 2.1 2 2.2 1 1.2 1 2.1 4 4.5 1 1.2 
4 4.5 3 3.6 4 5.1 1 1. 1 2 2.4 3 3.9 3 3.4 1 1.1 1 1.3 

計 8 4.8 12 7.0 ， 5.0 4 2.4 5 2.9 6 3.3 3 1.8 6 3.5 3 1. 7 
10~14 
嬰

4 4.7 9 10.9 5 5.5 1 1.2 4 4.9 4 4.4 3 3.5 4 4.9 1 1.1 
4 4.8 3 3.4 4 4.5 3 3.6 1 1. 1 2 2.3 2 2.3 2 2.3 

［ 
6 4,8 3 2.5 8 6.8 1 0.8 2 1.6 4 3.4 4 3.2 2 1.6 4 3.4 

15~19 5 8, 1 3 5.0 7 12.5 1 1.7 2 3.2 3 5.4 3 4.8 2 3.3 4 7.1 
1 1.6 1 1.6 1 1.6 1 1.6 

r、

>
12 7.8 13 12.8 12 11.6 2 1.3 2 2.0 2 2.0 1 0. 7 1 1.0 1 1.0 2 1.3 2 2.0 2 2.0 7 4.5 8 7.9 7 5 

20~24 7 12.1 5 10.2 5 10.9 1 1. 7 2 4.0 1 1. 7 5 8.7 3 6.1 5 10.9 
5 8.5 8 15.2 7 12.2 1 1. 7 2 3.5 1 1.7 1 1. 9 1 1.7・ 1 1. 7 2 3.8 2 3.5 2 3.4 5 9.5 2 3.5 

計 23 20.9 17 16.0 10 9.1 6 5.4 6 5.7 2 1.8 1 0.9 2 1.8 2 1.8 1 0.9 1 0-9 1 0.9 12 10. 9 10 9.4 6 5.4 
25~29 
嬰

8 15.2 7 13.8 5 9.6 2 3.7 2 4,.0 1 2.0 1 1.9 6 11.4 4 7.9 4 7.6 
15 26.4 10 18.0 5 8.6 4 7.0 4 7.2 2 3.4 2,3.5 2 3.5 1 1. 7 l l. 8 6 10.6 6 10.8 2 3.4 

>
27 28.2 25 24.2 29 26.9 12 12. 5 13 12. 6 14 13.0 1 1.0 -l 1 0.9 1 1.0 1 1.0 1 o. 9 2 1.9 

3 竺5.4| 
13 13.6 ， 8.7 10 9.3 

30~34 14 31.2 11 22.0 11 21.0 9 20.0 6 12.0 8 15.3 1 2.2 4 8.9 5 10.0 3 5.7 
13 20.2 14 26.2 18 32.4 3 4.7 7 13.1 6 10.8 1 1.8 1 1.6 1 1.9 1 1.8 2 3.8 3 9 14.0 4 7.5 7 12.6 

計 32 37.5 29 32. 8 43 49.5 16 18. 7 16 18.1 23 26,5 2 2.3 1 1. 1 2 2.3 2 2.3 3 3.5 3 3.4 3 3.5 1 1.2 2 2.3 8 9.4 9 10.2 13 15.0 
35~39 
嬰

14 36.4 13 33.4 22 55.4 9 23.4 6 15. 4 15 37-3 2 5.2 1 2,6 1 2.6 1 2.5 2 5.2 6 15.4 6 15.1 
18 38.3 16 30. 9 21 44.7 7 14.9 10 19,3 8 17,0 2 4.3 2 4.3 3 6.4 3 5.8 3 6.4 1 2.1 6 12.8 3 5.8 7 14.9 

>
54 68・3 63 84.8 51 69. 7 26 32, 9 25 33,7 32 43. 7 4 5.1 1 1.3 1 1. 4 2 2. 5 2 2.7 810.1 7 9.4 1 1. 4 l 1.3 1 1. 4 1 1.4 13 16.4 27 36.3 16 21. 9 

40~44 26 66• 5 27 72. 8 29 85,4 14 35, 8 15 40. 4 18 53. 0 1 2.6 1 2. 7 1 2.7 1 2.9 11 28. l 10 27. 0 10 29.4 
28 69. 8 36 96. 5 22 56. 2 12 29.9 10 26. 8 14 35. 8 3 7. 5 1 2. 6 2 5.0 2 5.4 820.0 718. 8 1 2.6 1 2.5 2 5.0 l.7 45.6 6 15.3 ， 96 139.9 110 161.8 119 178.3 52 75. 8 61 89. 7 57 85.4 3 4.4 4 5.9 4 6.0 5 7.3 2 2.9 8 12.0 131a.9 11l16.2 16'24. 0 1 1. 5 1 1. 5 3 4.5 22 32.1 31 45.6 31 46 45~49 47 134.8 60 175.9 45 141.8 31 88. 9 37 108.5 30 94.5 1 2.9 2 5.9 3 9.5 

13 38.3 11132.4 16145. 7 
1 2.9 1 2.9 2 6.3 14 40.2 20 58.6 10 31.5 

49 144.3 50 147.5 74 211.3 21 61.8 24 70.8 27 77.1 2 5.9 2 5.9 1 2.9 514. 7 2 5.9 822.8 1 2.9 8 23.6 11 32.4 21 59.9 

翡女
137 235.6 145 240.1 170 286.6 67 115.2 72 119.2 90 151.7 610.3 6 9.9 12. ;20.2 5 8.6 l 1. 7 1 1. 7 18 31.0 1 4」| 23.2 l 18 I 30.3 4 6.9 3 5.0 3 5.1 37 63.6 49 81. 1 46 77.6 

50~54 72 257.3 86 291.5 96 331. l 46 164.4 57 193.2 61 210.4 310. 7 6 I 20.3 5 17.2 310. 7 2 6.9 20 71.5 23 77.9 28 96.6 
65 215.9 59 190.3 74 244.3 21 69.8 15 48.4 29 95.7 310.0 723.1 516.6 1 3.2 1 3.3 18 59. 8 1 45.2 18 59. 4 1 3.3 3 9. 7 1 3.3 7 56.5 26 83.9 18 59. 41 

>
i25.9 

, I 
315.6 94.8 63 118.2 64 124.4 172 202 379.0 192 273.1 96 181.9 105 197.0 99 192.4 611.4 1222.5 1529.1 1 1.9 5 9.4 

3 l 5.8 1834.1 14 ［ 6.3 713.6 1 1. 9 4 'l.8 50 
55~59 91 353.3 126 488.4 111 439.1 62 240. 7 82 317.8 60 237.0 519.4 7 27.1 1351.4 1 3. 7 2 7.8 2 7.9 24 93.2 35 135.7 36 142.4 

81 298.3 76 276.4 81 309.3 34 125.2 23 83.6 39 148.9 1 3. 7 518.2 2 7.6 1 3.7 518.2 311. 5 1866.3 14 0.9 726. 7 1 3.6 2 7.6 26 95.8 28 101. 8 28 106.9 ， 211 493.9 210 512.2 224 551.3 109 255.2 108 263.4 119 292.9 11 | 25.8 加•1 12| 'I 29.5 1 2.4 
2 l 4.9 

l 
6!| 14.6 1 o（ l 24.6 4 l 9.4 I I 

72'168.5 86 209. 8 79 194 2 4. 7 13 30.4 2 4.9 2 4.9 
60~66 134 651.6 130 670.1 139 703.8 80 389.0 73 376.3 82 415.2 629.2 5 I 25.8 10 50.6 2 9.7 1 5. 2 - - 46 223.7 51 262. 9 47 238.C 

77 348.6 80 360.0 85 407.3 29 131.3 35 157.7 37 177.3 522.6 2 9.0 2 9.6 2 9.1 l 4.5 2 9.6 13 58. 9 6I 27.0 1 47. 9 2 9.1 1 4. 5 2 9. 6 26 117. 7 35 157.7 32 153.3 ， 177 614.7 179 610.8 212 721.9 99 343.8 91 310.5 118 401.8 11 38.2 1 息.9 1344.3 2 6.9 1 3.4 1 3.4 8」l 27.8 :I 27.3 737.5 1 3.4 57 198.0 67 228.6 68 231.5 
67~69 99 719.8 107 798.5 134 975.3 60 436.8 61 455.5 81 589.5 643.6 .2 1072.8 33 239. 9 37 276. l 43 313.0 

78 518.2 72 450.0 78 499.0 39 259.1 30 182.5 37 236. 7 533.2 .8 319.2 213.3 1 6.3 1 6. 4 53.2 50.0 770.4 1 6.4 24 159.5 30 187.5 25 160.0I 

> 1 這866 2 832.8 142 747.4 180 | 1033. 2 93 523. 3 72 378.9 99 568.3 633.8 631.6 1163.1 3 但I16 .9 1 5.3 1 5. 7 316. 9 736.8 1045.9 1 5.6 1 5. 7 42 236.3 56 294.7 60 344 
70~74 1085. 9 82 978. 3 991309.3 57 754.9 48 577.9 59 780.3 453.0 448.2 792.6 113.2 21 211. 9 30 361.2 32 423.2 

647.1 60 566.0 81 821.3 36 352.9 24 226.4 40 405.6 219.6 218.9 440.6 '- 3.4 1 9.4 110.1 329.4 766.0 16 81. 1 l 9. 8 21 205.9 26 245.3 28 283.9 ， 73 854. l 91 978.4 91 1606.3 32 374.4 39 419.2 46 508. 7 5 58.5 2 l 21.5 444.2 2 23.4 670.2 6 I 64.5 1133.2 111. 7 1 11.1 27 315.9 44 473.1 
3 ； 5| 409.1 

75~79 38 1252. 1 49 1484. 3 551616.5 19 626. l 23 697.0 29 852.3 398.9 3 88.2 107 100 1 16 527.2 26 787.9 2 646. 6 
35 629.7 42 700.1 36 638. 2 13 233.9 16 266.7 17 301.4 236.0 233.3 1 17. 7 236.0 6.9 6.0 1153.2 118.0 29.4 11 197.9 18 300.1 1 265. 91 

計 13 230.2 31 704.5 39 741.0 7 124.0 12 272. 7 16 304.0 1 17. 7 ：！ | 38.0 119.0 5 88.6 19 431.8 20 380.0 
80~ 嬰 7 432.6 141076.9 181082.9 5 309.0 4 307. 7 8 481.3 120 2 123.6 10 769. 2 8 480. l 
． 

6 153.3 17 548.4 21 583.2 2 50.8 8 258.1 8 222.2 125、4 .3 127. 8 3 76.1 9 290.3 12 333.2 

I 
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第 13 図 年令階級別部位別悪性新生物死亡率 C人口10万対）傾向
（秋 田 県）
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女子においても45~49オの年代より肺癌などによる死亡

が増加しているのであるが、しかし増加が安定した増加'.-

ではなく、動揺が多い。しかし 1峯を描く毎に高度を増

していることが見られると思う。

⇔ 乳房の悪性新生物についてみると、各年令層に恒常
の死亡率というものはなく、その年度において各年令階

級別に著しい増減高低があるが、全体的に誂めると死亡

率は横這い状態であると言わざるを得ない。

困子宮の悪性新生物においては、全年令層に減少を示

し来ったことは明らかで、殊に20~34オまでの若年層に

おいて減少が著しいが、 70オ以上の老年層においては必

ずしも減少しているとは言えない。

(2) わが国における悪性新生物の年令階級的観察

• ・ •最近・わが国にぉける、すなわち昭和33年度における主

要部位別、性別、年令階級別死亡率（人口10万対）の状

況を示すと第14表、第14図l、2のとおりである。すな

わち10~14オを最低として加年とともにほぽ一定の割合

で死亡率の上昇が認められるが、 55オを越すところから

上昇は緩やかとなり、 75~79オを峯として80オを過ぎる

と明らかに減少して来る。このことは菅沼氏の最近の業

績とも一致するところで、嘗ては男女とも70~74オに死

亡率の山があったが、この数年間は75・~79オの高令層に

移動している。男女別に比較すると、 25~49オでは女子

の方が高率であるが、これは子宮、乳房などの死亡が女

子に存在することや、 20オ、 30オ代では胃の悪性新生物

も女子の方に高率であるためと思われる。

第 14表 悪性新生物部位別年令階級別性別死亡率 （人口10万対） （全国）

厚生省調製 （昭和33年）
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第 14図の I 全癌、胃疵、

年如咳砂
2 ク0

子宮癌年令別性別死亡率

（人口 10万対） （昭和33年） 全 国
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次に悪性新生物による死亡の年令階級別、部位別、性

別の状況を示すと附表第 1（厚生省統計調査部）のとお

りである。また昭和25年を 100とした死亡率を昭和25年

から昭和33年にいたる期間の死亡指数について悪性新生

物総数、胃癌、気管•気管支および肺について、更にま

た子宮について求めた数値は附表第2 （厚生省統計調査

部）のとおりである。

（イ） まず全癌の性別と年令階級別にその死亡状況を見る

と、男性にあっては25オ～29オ間と、 70オ以上吐潜級に

増加が著しいが、その他は全年令階級にあまり増減のな
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い安定した増加の傾向を示している。 対に減少を示しているが、これは子宮癌の減少に基因し

女子にあつては男子とその趣きを異にし、 30~34オ間 ているものであろう。その他の年令層においては増加を

および60~64オ間では横ばい状態で、 35~59オ間では反 示しているが、2←ク4オ以下および70オ以上では増加を

第 14図の 2 部位別年令階級別性別死亡率

（人口10万対） （昭和33年） 全 国
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示している。このことについては既に述べたとおりであ

る。

（口） 消化器および腹膜の悪性新生物についてその年令階

級を見るに、 20オ未満においては何れの年令階級におい

ても 0.7以下であって目立った変化はないが、 20オ以上

の各年令層では次第にその数値を増し、 70オ以上となる

と急増することは男女とも同様である。

以上のことを男女別に分けて観察すると男女間に多少

の差異がないとしない。勿論年次によつて男女各々に数

値の動揺がかなり目立つのであるが、男子では40オ以後



附表第 1 死因部位別年令階級別年次別性別］死亡率 （人口10万対全国） 厚生省調製

： 総数 消化 器 お よ び 腹 膜 国目

昭 I 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 I 昭 讐¥26 I 27 I 28 [,¥ 29 ¥ 30 ¥ 31 I 32 I 33 翌 26I 27 I 28 I 29 ¥ 30 ¥ 31 ¥ 32 ¥ 33 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

総 数 80. 1 8 1. 6 85,0 87,5 91. 5 94. o 98. 4 100,0 104-4 66,5 68,2 70. 2 

>
74.o 75.4 78.4 79.4 80.7 46. 6 47,9 49-4 49.9 51,0 52.2 53. 31 54. 5 55. 6 

0 ~ 4 5・6 5.5 5,9 5. 8 6,5 6. 9 7.7 7. 4 7.9 0,4 0,4 0.4 o. 4 o. 4 o. 5 0,4 o. 6 o. 1 0,0 o. 1 0. l o.o o.o o. 1 

5 ~ 9 2. 7 2,9 3. 2 3. o 4・2 4,4 4. 2 4. 1 4. 8 o. 1 o.2 0・2 ,0~ .2 ： 0,2 o.2 o.2 Q. 1 0.1 0.1 0.1 o.o o.o o.o o.o 

10~14 2. 9 2,7 3. 7 3.2 3・5 3.9 4. 3 3,4 4. 3 0. 3 0, 1 0. 3 0,3 0, l Q. 1 0.2 o. 2 0・2 o. 2 o. 1 o. 1 o.o o.o 

15~19 4.1 3,7 4,3 4. 6 5, 1 5・3 5.5 4.7 5.5 0.6 o.2 0,4 0,5 / 0,6 0,5 0. 6 o. 5 o. 7 0.2 o.o 0,2 0.2 o. 3 o. 2 o. 3 o.2 o. 3 
↓ 

＇ 
20~24 4. 6 4.5 4. 6 6.2 5. 1 5.7 6. 5 6,7 6. 5 l. 4 l. 2 l・2- 1-:6 , 1,6 1. 5 1, 6 1, 8 1, 7 Q.7 o. 7 o. 7 Q.9 0・9 0,7 0,9 1. o 1,0 

25~29 7,7 8. 2 8. 2 8. 9 , 9,4 9,0 9,9 9,9 10・ 5 3,7 4,0 4.2 4¥7 4.3 4.5 4.7 5. o 4. 7 2. 3 2.4 2. 9 3. 1 2,9 2. 8 3. 4 3・2 3. 1 

30~34 15,0 15,3 15. 2 16,6 16. 6 17,3 17,4 18,0 18,2 lo.6 10,9 10.0 10,7 10,6 10,5 10,4 11, 1 10,7 7. o 7,2 7. 3 7. 2 . 7. 2 7,0 7,3 7. 6 7 • 3 

｀ 35~39 29, 1 30,9 31,8 32. 6 33・6 33・5 37.o 31 • 5 32. 7 21. 6 23. 8 24, 1 24, 9, 1 25,0 24.9 27.o 22. 7 23.2 15-l 16. 8 17. o 16,8 17・5 17. o 18,2 16. 2 16,4 

男
40~44 63,4 60,3 62. 9 62,0 65・5 65. 2 64•8 59.9 67. 5 51. 5 49.4 50.9 49;2 50・ 8 51. 4 50・7 45・-l 5l. o 35. 8 34.6 37.3 35. o 35. 9 36,7 35.4 30,8 36. l 

45~49 116-4 122.2 119. o 119.Q 119,6 126. 5 124-5 123, 1 124. 7 97. 2 104-i 98,5 98,3 98. o 103.4 101,0 99.5 98.5 69. 6 76,.o 70,0 69-1 68. 5 73,4 70.9 67,2 68,8 

50~54 21 1. 8 207,3 218-5 220,0 221. 1 218. 7 229. 8 227,7 225.2 181-7 178-l 134, 7 184-9 185,8 181. 1 190-4 186-9 180・2 128・3125,6 131-2 128.9 129. 2 128-0 130.2 130,8 123.9 

55~59 .354. o 354,8 358-4 362. 8 371, 8 351. 7 365・3386,7 381. 8 306. l 307. o 308,6 308.o 313-0 296. 6 ;303.9 318,8 303,6 219,3 218・4219,4 212,5 214,3 211.3 206. 4 221.1 213,3 

60~64 523. 1 526,8 544.2 547,4 561・2570.2 574,7 588,0 587. 3 456-4 461-4 465-6 469,4 476-6 479.9 483・5489-3 472,6 324-6 326-0 328. 8 332,7 329,8 336,2 329. 2 338, 1 328,9 

65~69 713-1 734,5 755.3 745. 4 775. 6 787,8 800-1 803,9 828,6 615-6 638,4 653・6633,6 655.2 660-9 666,6 663,2 674,0 435.3 454-7 455,2 453.o 452,8 456-4 455,2 457-3 467,3 

70~74 775.1 830・3834,6 876-7 922,8 974-1 1009-4 1029-4 1047-4 673-0 724,3 725・ 8 750・8781,0 804,7 832. 5 847,5 843-9 463-6 502. 4 511-9 528. 6 545.2 546,2 563.4 579.9 585,8 

75~79 713. 5 714,4 785-6 853・5884-6 910・71004-3 1002-3 1101.9 601-4 604-8 666-9 716. 9 737,3 754,7 829,3 821,2 874,2 397-1 401-0 457-4 487-6 562,4 509. 3 558,8 560-5 586. 7 

80~ 502,6 476,9 537-2 609-3 652. 8 671-0 761. 5 730.4 897,6 392. 5 388,8 438,6 500.o 522. o 532,8 588,2 567-0 690-3 260. 6 241-8 286,9 317-3 317-6 330,9 372.2 356. 2 426,6 

＼ 

総 数 74.9 75,4 77,0 77. 2 79,3 80.4 83. 3 82. 9 86,9 42. 8 43. 9 45.4 46.o 47,3 49. o 51, 0 50. 6 52,2 28.8 29.Q 30,0 30,3 30.9 31. 7 32. 9 32,6 33,3 

0 ~ 4 4. 2 4. 2 4.4 4. 3 4,8 5.4 5,3 5. 3 6. a o.4 0,3 0, l 0ヽ2 0,2 0,4 o. 3 o. 2 o. 5 o.o o. 1 o.o Q. 1 o.o 

5 ~ 9 1.9 1. 8 2. 2 2. 7 2.5 3. o 2.9 3・3 3.4 0.2 o.2 o. 1 0・2 0.1 o.o 0.1 c.1 o. 1 o. 1 o. 1 o.o o. 1 o.o 

10~14 2.0 2. 3 2,7 2.9 2. 8 3・3 3. 2 3,2 3,4 0,2 0, 1 0,3 0・2 o. 1 0.1 Q. 1 o. 2 0, 1 o.o o.o o. 1 O. 1 o.o o.o o. 1 o.o 

15~19 3.3 3. o 3. 2 4. 3 4.0 3. 5 3.9 4.4 4. 7 0,3 o. 2 0,4 0.7 Q.5 o. 3 o. 4 o. 5 0,5 0.2 0.1 0,2 Q.3 0.2 0.2 0,2 0.2 0.2 

20~24 4. 9 4. 8 5. 1 5,7 5. 3 5.3 6,0 6,3 6. 7 1. 4 l・3 1.4 l. 6 :-• 
1,4 l. 8 ！・5 2, 1 2. 2 0.1 0,9 l. o l. l o. 8 1.0 1. 1 1. 4 l.し

25~29 11・6 11. 2 l l. 3 11・8 l l. 9 l l. 8 12．り 12.9 13. 1 4.9 4.8 4,9 5.4 5. 1 4,4 5,2 5.6 5. 9 3.4 3.1 3. 1 4,0 3.7 3. l 3. 7 4. 2 4. 4 

30~34 26. 4 25.9 25・9 25. 7 27. 2 23,6 27,9 27,5 26-9 12, 0 l l. 7 1 1. 1 12.9 14. 5 l l. 7 14. 9 14-7 13. 5 8・ 5 8,6 7,8 9. 4 10.2 8. 7 l0. 7 11.2 9.9 

35~39 56,0 56.7 54-9 53.5 55.4 49,9 50.6 50. 5 50, E 21-4 23•6 24.2 25.2 25,5 24. 6 27,0 25.6 26. 1 15,5 16. 7 17, 1 1 8. 3 18. 6 17. 7 19,1 18. 5 19-1 
女
40~44 104,8 9 5. 5 98. 2 93,9 91.o 91・6 92. 1 87. 8 85,6 42・9 40,2 43,4 41.Q 39,8 45, 1 43, 1 -42. 8 41, C 29,7 27.3 28. 8 28. 3 26. 8 29,9 29. 6 29, l 28,7 

45~49 152-4 156-3 141,8 146-0 142,7 138, 1 138-5 136,6 139-C 65.6 67. 1 64. 1 68,8 65.2 66. 7 67・2 68.6 66. 8 45.4 44. 9 41. 8 46. 1 43,8 44.Q 45,0 45.2 45.0 

50~54 215,5 212.0 207. 6 202,7 209. 1 201. 8 201,5 195,4 199,2 105.8 105,8 103. 1 104.'8 107,9 107-0 109, 1 102.1 102-9 69,8 65,8 66,6 68,0 68,9 69. 3 69,6 65. 3 66. 3 

55~59 283. 6 277,9 286.3 275,4 278. 1 273,2 273. o 271-1 274,3 162. 5 163-2 167.8 160,7 166,2 162,9 161,9 161, 9 156-9 108,7 105.8 109-2 104,9 105.2 104,8 103-5 100-5 96, 1 

＇ 
60~64 375,4 370,5 367. 6 361-6 374,9 367-1 375.o 362-7 374. 3 240. 5 235.9 235,7 233:-3 243. 6 240・2243,4 I 237,3 236-8 158-3 154-5 154,6 150. 9 153. 9 153-6 151-6 148. 3 147-2 

l 

65~69 470. 6 469,0 485. o 481. 4 487,3 485. 3 505,8 486-4 502. 3 324.6 326,6 343. 3 234.、3341-3 345. o 355,3 334-3 342"6 219,4 221. 7 226,9 215,9 224. 4 223. o 224.4 216,1 213. 9 

； 

70~74 484. 3 516. 8 541-2 555. 5 555.7 578. 6 604.5 602,9 632. e 350.9 383・2400.9 407, l 407-9 415, 1 441-5 440-1 458.c 235,0 259-5 266• 6 268. o 266,7 264,2 287. o 276,7 289,9 

75~79 463. 4 493・2534. 8 543,8 562,5 600. o 620.o 618,8 671. e 345・2368,3 398, 1 406.、1 406,4 446. o 465,6 462-3 492-7 229-4 242,5 266-0 270,3 262.2 284, 1 292.7 294-7 310-5 
~ ； 

80~ 3.56.99 397・3409. 1 377.3 421.0 482,8 500,3 485?-1 546,7 247, l 281,6 280. 4 274あ 296,8 352,2 354. 4 351,2 386,3 160, 0 164,5 158; 8 170,5 196,5 228,3 221. 9 223,5 236, 7 

， 
．囀

、''山＞
,9・じし

r-



附表第 1 死因部位別年令階級別年次別性別死亡i率 （人口10万対全国） 厚生省調製
i 

｀ 
呼 吸 器 系 気管気管支および肺 ！ I 子 宮 （乳癌） 自血病無白血病

嬰I泌 127 | 28 | 29 1 30 1 31 | 32 | 33 ！喜 I26 | 27 | 28 1 29 1 30 | 31 1 32 | 33 嬰iI26 | 27 1 28 1 29 | 30 1 31 1 32 | 33 ! | 26 1刀 I28 1 29 1 30 1 31 1 32 1 33 
総 計 4,6 4,2 4-9 5.2 5.9 6,7 7.5 8. l 8• 9 1. 9 

， 1.9 ］ 2,9 3.7 4. 3 5・2
］ロ］ 

19. ol1s、4117.217, 2116.016. 0 15.4 15.2 1.8 1.9 l. 9 2.2 2.6 2.8 2.9 2.8 3.( 

0 ~ 4 0,1 o.o 0.1 o. 1 0, I 0. 1 0. l o.o o.o o.o o. 0 0.1 ('.o o.o o.o o.o o.o 0, C 0,0 o. 0 0.0 2.4 2.5 2.9 2.9 3.4 4.1 4.1 3.9 4.6 

5 ~ 9 0.1 0.1 o.o 0.1 o.o o.o o. 1 o.o o. 1 - o.o o.o 0,0 0, C - - 0.o - - 0. o 1.5 1. 7 1. 5 1.8 2.7 2.8 2.5 2.5 3.0 

10~14 o. 1 o. 1 o. 2 0:1 Q. l 0.2 0.1 0,2 o. 1 o. 1 o. 0 o. 1 o. 1 o. 1 o. 1 o.o 0.1 o. 1 o. 0 o. 1 o. 1 - 0.1 0.0 0.0 1.5 1. 7 l. 9 2.0 2.1 2.3 2.7 1.8 2.4 
｛ 

15~19 0. 3 0. 3 o. 2 0. 3 0.4 o. 3 o. 3 0,2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 o. 1 o. 2 0.2 0.1 o. i ， o. 1 Q. 2 Q. 2 0-1 o. 1 0.1 0.0 0.2 1. 7 1.6 2. I 2.0 2.2 2.5 2.7 2.3 2.5 
I 

20~24 0.2 o. 1 0.2 0. 5 o. 5 o. 5 o. 5 0,4 0. 5 0, 1 o. 1 o. 1 0,4 o. 3 0.2 o. 3 o. 3 o. 3 o.'/ 13 0,9 0. 8 0,7 o. 8 o. 5 0.8 0.6 0.6 1.2 1. 7 l. 2 2.0 2.1 2.1 2.3 2.3 2.1 
I 

25~29 0,6 0,4 0,5 0. 3 0. 5 0. 3 o. 4 0,4 o. 7 0.2 0.2 o. 3 0. 3 o. 4 0. 3 o. 3 0.2 0,3 3.o 2.7 2. 5 2.2 2. 6 2,3 2.3 2.6 2.2 1.3 1.5 1.3 1.3 2.3 2.3 2.0 2.3 2.3 

＇ 
30~34 o. 5 0. 3 0. 8 0. 8 0. 8 0,9 0,9 l. 1 1,2 o. 1 0. 3 0,5 0,4 0,6 0,5 0,6 0,7 0. 6 8,8 8. 2 8. 1 5. 7 5・55. 1 5.6 4.6 4.8 1. 7 1.5 1.5 2.1 2.2 2.2 2.6 2.5 2.5 

l 

35~39 l. o l. 6 l. 7 1, 8 1. 5 l. 6 1. 9 1. 7 l. 7 0. 4 0. 5 0,5 0,9 0. 8 0. 8 1. 3 0,8 1. 1 23. ‘‘5 ’ 21. 7 19. 8 16. 8 16-6 12,4 11.3 11.4 10.3 1. 7 2.0 2.0 2.0 2.8 2.6 2.5 2. 6 2.5 
男
40~44 3,4 2.8 3. 6 3. 4 3. 4 3,7 3. 8 5,0 3. 7 o. 9 0. 9 2. 1 l. 7 、1.8 2.0 1. 9 2,9 2.2 43,8 38,6 36,5 33. 8 30,6 27,0 27.8 24.9 21.3 1.9 2.3 1.9 1.8 2.6 3.4 2.6 2.9 2.7 

＇ 
45~49 6.4 5,0 8. 1 7.2 7. 4 8, 1 8. 5 8. l 9.5 2, 1 2,2 4. 3 3. 7 4,2 4,9 , 5. 5 5,5 6. 6 62,7 65. o 55,5 49. 4 50,7 45. 7 43.5 39.8 37.7 2.1 92.o l. 6 2.8 3.3 3.0 3.6 2.9 3.1 

50~54 12. 6 10. 8 13,8 13. 5 14,9 16,117,7 17,7 1 8. 5 4. 9 5• O 7. 2 7. 5 10. 1 10, 1 12, 4 12,9 12,9 76. 8 71, 4 70,7 63.4 63-5,58. 8 55.3 5
651. . 26' , 52.8 

2.3 2.3 2,4 2.7 2.7 2.8 3.0 4.2 3.8 

55~59 21, 6 20.2 21. 2 22.0 24.9 25. 2 29. 9 35, 1 36,4 7,7 9. 8 l l. 4 13. 6 16. l 15.5 20,4 25. 1 26. 7 80. 3 76. 3 75.0 71. 8 67. 1 65. 6 61.5 60.7 1.9 2.3 1.9 3.3 3.2 3.3 4.0 4.8 4.2 

60~64 29,6 26. 8 32.9 34,0 39,6 43,4 47,3 50,9 56,3 1 3. 7 12.9 18. 2 18,5 25. 1 29. 5 35・337.3 4 1. 5 84, 1 84,0 80. 7 75.5 75.3 70,2 69.3 66.3 65.6 2.5 2.3 2.2 3.1 3.3 3.2 3.9 4.3 6.3 

65~69 43. 3 44,2 46.7 49,4 54. 8 60. 7 66,9 7 1. 7 78. 3 21. 9 21, 8 23. 6 28.7 36, 1 43-247・651. 9 59, C 85,5 82. 1 84. 2 81. 2 77.4 71.9 77.4 71.669.5 2.0 3.0 2.0 2.5 2.1 3.0 4.3 ・4.0 3.8 

70~74 45,5 39.7 41, 9 49. 6 59. 3 79,5 87. o 93. 3 93.9 20. 4 18,0 21. 9 26,5 36. 9 51. 5 62. 7 67. 8 72. 1 72,2 71. 1 72. 1 80. 2 74,7 79.9 74.5 73.5 70.4 0.7 1.5 0.9 2.1 2.8 2.9 3.0 2.6 2.7 

75~79 42. 6 38,7 
2328,. O8 ' 47,5 

53.3 56,7 70. 2 76,6 89, i 31. 3 16-4 19,0 23. 6 26. 8 36,3 43.549.7 64. o 53. 6 59.3 59.5 58,3 67. 265. 8 65.257.6 68.0 1.9 

―

| 0,3 
2.2 0.9 1.8 3.4 2.5 2.2 

46,5 80~ 22,5 16. 4 24. o 35,8 37. o 52,4 41. 8 65. 7 7.2 6,0 1 1. o 12.0 15.7 24.3 33・2| 23. 7 40. 6 44,2 41. 8 46, 5 37-6 47-247.043.9 53.8 0.8 2.1 2.0 0.6 0,6 1.1 1.5 1.4 

総 計 2.0 2.0 2,2 2.2 2.6 2.9 3.4 3.61 4.1 0.81 0.91 1.1 1.2 l. 5 1. 8 2.2 2.31 2.9 3.3 3.3 3.3 3.3 3.4 

3]-3: 

3.11 3.6 1.2 1.3 l. 5 1.6 1. 7 1.8 2.0 2.1 2.3 
--

0 ~ 4 0.1 o.o 0.0 0.0 0.1 o.o 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 o.o o.c ： o.o 2.0 2.1 2.4 2.4 2.5 2.7 3.0 3.1 3.3 

5 ~ 9 0.1 o.o 0.1 0.0 o.o 0.1 0.0 0.1 0.1 o.o 0.0 0.0 0.0 0.1 o.o 0.1 - : □ 1.0 0.9 l.4 1.5 1.5 1.8 1. 7 2.1 2.1 

10~14 0.2 0.0 0.2 0.1 0.1 o.o 0.2 0.1 0.1 0.1 o. 0 o. 1 0.0 0.1 o.o 0.1 0.1 0.1 0.0 0. 0 - 1.1 1.2 1.2 1.2 1.5 1.8 1.8 1.6 2.2 

15~19 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.2 0. 3 o, 1 o. 1 o.o 0.1 0.1 0.1 0.0 O. I 0.1 o.o - 0.o - 1. o 1.2 1.0 1.6 1.6 1.4 1.6 2.2 1.9 

20~24 0.1 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2 o.o 0.1 0.2 o.o 0.1 0.1 0.2 o. 1 0.2 0.1 0. I 0.0 o.o o.o 0.1 o.o 0.0 0.1 1.0 1.0 0.9 1.4 1. 1 1.4 1.8 1.5 1. 7 

25~29 0.2 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.4 0.3 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.3 0,5 1.1 0.9 1.1 1.3 1.2 1.9 1.4 1. 7 1.6 

30~34 0.4 0.5 0.8 0.6 0.8 0.9 0.7 0.9 0.9 0.2 0.1 0.4 0.3 0.4 0.6 0.5 9.6 0.5 l. 8 1. 7 1.6 1.9 1.8 1.8 1.5 1.6 1.9 0.7 1.0 1.3 1.5 1.3 1.2 1. 7 1.9 2.1 

35~39 -1.3 1.4 0.9 1.5 1.0 1.8 1.4 2.1 1.8 0.4 0.6 0.4 0.8 0.6 1. 1 0.9 1.3 1.1 3.6 4.2 4: l 3.2 4.3 4.3 4.2 3.6 3.9 1.3 1.5 l. 6 1.4 1. 7 1. 7 2.0 2.2 2.( 
女
40~44 2.6 2.4 2.1 2.3 2.4 3.4 3.0 2.9 4.5 0.8 1,0 1. l 1.2 1.5 1. 9 1. 8 1. 5 3. I 7.0 6.5 7.4 7.1 7.7 6.4 6.6 6.4 5.9 1.0 1.4 1. 4 1.5 2.1 2.3 2.0 2.1 2.7 

'45~49 3.3 3.4 3.9 3.7 4.5 5.0 6.0 5.5 5.7 1.1 1.5 1.8 1.7 2.8 3.0 4.1 3.2 3. 9..O 9.0 8.1 9.5 8,9 8.7 7.5 7.6 10.5 1.5 1.3 1. 5 1.9 1.7 2.2 2.2 2.8 2.9 

50~54 5.8 5.0 6.5 6.8 7.6 6.9 8.5 8.5 9.4 2.7 2.1 3.6 3.6 4.5 4.4 5.2 5.7 7.1 10.9 11.0 11.6 10.5 10. 7 10. 1 10.2 9.7 11.5 1.6 1.8 1.8 1.8 2.4 1. 9 2.5 2.3 2.7 
. 

55~59 8.0 7.2 7.1 8 . 7 8.310.1 

冒コ17 . 2 21 6゚6.．. 9 2 8 1 3 • 5 3.6 3.2 4.0 4.5 5. 1 6.6 8, 1 7.7 10.1 13.6 11. 7 13.8 12.6 12.5 11.6 12.0 10.0 12.2 1.2 1.6 1.3 2.9 2.0 2.3 2.6 2.7 3.0 60~64 11.6 11.1 12.3 13.2 12.914.5 20.0 4.1 5.4 6.5 7.8 8.6 9.4 l l. 6 11.4 14.7 15.2 13.3 13.2 12.3 12.7 13.6 11.6 11.3 12.2 1.4 1.2 1.9 2.4 2.0 1.9 3.2 3.2 4.4 

65~69 13.4 13.3 14.9 14. 418.120.3 3 6. 28.7 5.0 7.0 8.0 8.0 l l. 813.2 13.9 18.5 21.1 15.0 14.2 11. 7 13.4 14.4 14. 7 13.5 10.6 12.6 1. 1 0.8 l. 8 1.2 1.7 1.7 2.1 2.0 2.8 

70~74 14.3 15.1 16.8 13. 718.8121.5 25.3129.229. l 5.9 6. 6 9.3 6.9 10. 1 14.1 16.5 19.2 19.9 14.8 14.3 14.0 15.5 13.4 16.9 15.7 15.6 16. 1 0.8 0.8 1.2 0.8 1.8 1.3 1.1 1.0 2.0 

75~79 12. 713.9 16.7 13. 816.9 18.6 23.1 29.0 32. 7 4.5 7.3 7. 0 6.9 7. 8 9.4 14.7 18.3 22. c 17.0 17.2 17. 1 15.7 14.5 18.4 19.0 19.6 16.3 - 0.4 l. 9 0. 6 1.4 0.4 0.9 1.1 1.1 
80~ 13. 0 9.4 11.3 8. 813.4 13.3 18.0 15.4 22. 5 2.8 3.5 、1.8 4.4 6. 1 5. 9 l l. 5 7.8 13.0 15.4 18.4 18.2 16.6 16.9 19.5 22.7 16.7 19.6 0.8 1.0 0.3 o.,5 0.5 0.5 

-‘ 



附表第2： 総ー 数 胃の悪性新生物 五、気管支および肺の悪性新生物

性別令別度月ll讐 261 27 28 2930 -31 32 1 331讐 26 2728 1 29 30 31 1321 33 |］：ロロロニ33

部位別にみた悪性新生物の年令 (5オ段階）別死亡率指数 （昭25年 100) 厚生省調製

子宮の悪性新生物
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女子では50オ以後にその数を増し、且つ男性に高率を示

すのである。

第 15表

昭和25~33年までの死亡率の幅

年 令
才

男 女

0 ~19  o.7以下 I o.7以下
20~24 1. 2~1.  8 l. 3 ~ 2.2 

25~29 3.7~ s.o 4. 4 ~ 5. 9 

30~34 10.0~ 11. 1 1 1. 1 ~14, 9 

35~39 21,6~ 27. o 21.4~27.C 

40~44 45. 1 ~ 51・5 39. 8 ~45.1 

45~49 97.2~ l04. l 64. 1~68. E 

50~54 134-7~ 190,4 102. 1 ~ 109. 1 

55~59 296,6~ 318-8 156.9~167. 8 

• 60~64 456,4~ 489,3 233. 3 ~243.、
65~69 61"5.6~ 674,0 234. 3 ~355.3 

70~74 673. o ~ 847. 5 350. 9 ~ 458. o 
75~79 601.4~ 874. 2 345. 2 ~ 492. 7 

80以上 388. 8 ~ 690. 3 247, 1~386,3 

（I) 胃癌は附表第 1の胃の欄を見てもわかるように、男

女共30~34オ以上の年令で5オ段階毎に比較して見ると

前段階の 1.5倍、 2倍ないし 2.5倍程度に増率を示して

いるが、特に男子において顕著であるのみならず70オに

至つて急激な増加を示している。この間の事情を菅沼氏

(4)1:.I:昭和25年の死亡率を 100とした指数の表を昭和30年

以降について示しているが、それによると、男子におい

ては、全年令で昭和30年には112、31年114と順次増加し

て36年には 123と明らかに増加したことを示し、また女

子についてもそれが30年には110、36年には122と増して

いる。 20~24オの男子では 100から徐々に増して36年に

は157、女子では 100から急増して32年 140となり、そ

の後横這いで36年 140となっている。 25~34オ間では男

女とも増しているが、 35オ以上となると男女とも減少の

傾向を示しながら69オに至り、 70~74オ男では昭和30年

と36年とを比較すると118-124、女子では112-119であ

るが、 75~79オ男では128-115、女子では124-135、80

才以上では男127-174、女子143-175となって増加が急

激である。

（二） 呼吸器系（気管、気管支および肺を含む）の死亡率

は上昇の急激なものの 1つである。男子の14オ以下にあ

つては極めて低率少数であるが、 15オ以上となるに従っ

てこれらによる死亡が増し、 35オ以後確実に増加して行

くことは男女とも同様であるが、年次的に見ても男女と

- 70 -

も同様である。しかしその増加率は女子は男子の半分で

ある。但し昭和36年度だけについて言えば男子では呼吸

器ならびに気管・気管支および肺炎では男女に共通して

昭和25年の4.5倍にふえている。なお昭和25年より同33

年までの45以上の年令段階における最低最高死亡率（人

口10万対）は第16表に示すとおりである。

第 16表

年令45オ以上の呼吸器系による死

亡率（人口10万対）の幅（昭和25~ , 

33年）を示す

年
令オ I 男 I 女

45~49 2.1~ 6,6 • I. I~  3• 8 

50~54 4.9~ 12,9 2. 7 ~ 7, 1 

55~59 7.7~ 26. 9 3,6~10, I 

60~64 12. 9 ~ 41. 5 4. 1~  14.7 

65~69 21. 8~  59. o 5・0~21.1 

70~74 18,0~ 72. o 5.9~19-9 

75~79 16. 4 ~ 64. o 4. 5 ~ 22. o 

80 以上 7.2~ 40.6 2•8 ~ 13.o, 

紺 乳房癌は女子に限られている訳であるが、全年令を

通じ、概ね横ばい状態で、また年令階級別にみても増加

の傾向はなく、目立った増減はない。但し年次的に子宮

悪性新生物の様相をみると昭和25年以来僅かながら確実

に低下しつつあることが注目される。

付 白血病•無白血病は全般的に上昇の傾向にあるが、

緩慢な上昇である。男子にあっては昭和30年まで27年よ

りや上顕著な上昇が見られたが、その後の上昇は目立た

ず、昭和22年 1•3 、昭和30年 2 ・ 8 、昭和36年 3.2 という

程度である。女子においても略同様であり、 33年以降横

ばい状態であるとは言え、昭和25年1.2、昭和36年2.5で

あるから、略 2倍の値を示すようになったと言い得よ

う。しかし各年令階級において特に特異な上昇を示した

ものはない。
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第15図その 1

市町村別悪性新生物死亡率の地域

別頻度 （昭和31年より昭和35年まで）

F
 

よ

丸

第15図その 2

市町村別悪性新生物死亡率の地域

別頻度
忍ヲ
ノ4←

ン2'

，， 

（昭和31年より昭和35年まで）

: 1 |'!i ! | ll l 

秋田県における地域別

悪性新生物死亡の観察

早

（イ） 全悪性新生物の地域別概況

昭和31年から年34までの秋田県郡市町村別悪性新生物

による死亡数ならびに死亡率（人口10万対）を示すと

第17表のとおりで、これを図示すると第15図のとおりで

ある。

すなわち死亡数の多い、または死亡率の高い地域は、

多少の例外があるにしても一般に日本海沿岸地域と、雄

物川の支流玉川沿いの地域である。平均値以上の地域

（第15図参照）を挙げてみると市では男鹿、本荘、大

曲、横手、秋田、湯沢であって秋田県8市のうち大館市

のみが平均以下である。また町村で高率なものを挙げて

みると八竜村、岩城町、八森町、井川村、西目村、天王

町、藤里村、琴丘町、昭和町、矢島町、由利村、平鹿

町、大内村、仙北村、山本村、尾去沢町、十和田町、大

森町の 9町村で、合計すると秋田県72市町村のうち平均

以上のものは26市町村ということになる。この中でも特

に高いものは八龍村、岩城町、八森村、井川村、西目

村、天王町、藤里村ということになる。

以上と反対に死亡数の少い、またたは死亡率の低い地

域を挙げると、大雄村、阿仁町、峰浜村、六郷町、皆瀬

村、森吉町、上小阿仁村、西木村、琴浜村、田沢湖町、

比内町、金浦町、田代町などで、秋田県8市のうち 1市

だに低率の部に入らないのである。これら低率の諸町村

を概観すると、地域として山間部のものが多い。従って

癌は山間地域に少いと結論することは妥当かどうか問題

のあるところであろう。

なおこの 3ケ年間（昭和33、34、35年）における死亡

実数は市部平均543名、郡部平均758名で、計1302名と

なり、秋田県としては毎年毎年悪性新生物のため1302名

という人命が失われつ上あるということ上なる。

（口） 悪性新生物死亡の地域別年次的推移について

最初市部についてみると、上昇の顕著なもは男鹿、横

手、大館、湯沢、大曲の諸市で、残る 3市は大方横ばい

状態を示しているが、 5市全体として見ると死亡率

(10万対）は87.9、93.4、105.1と漸増の形を示してい

る。

これに対して郡部の状態をみると、死亡率はそれぞれ

86.3、87.1、102.6であって、僅かながら増加の傾向を

示している。この中でも郡別して上昇を示すものは南秋

田郡と乎鹿郡であり、山本郡や仙北郡もその傾向を示す

が、他の郡では大方横ばい状態である。

これを更に町村別に示すと、上昇群には十和田町、鷹

巣町、琴丘町、大森町、八龍村、五城目町、天王町、井

川村、岩城町、西目村、仙北村があり、下降群には比内

町、森吉町、阿仁町、田代町、峰浜村、飯田川町、象潟

町、神岡町、西仙北町、皆瀬村があり、残る花輪町、小坂

町、尾去沢町などは横ばい群に入るぺきものであろう。

ただ此処で銘記しなければならないことは数のあまりに

少いときは統計的に数学的に正しくあっても動態の対象

に向うときは自ら誤差が生じて来るということである。

従つて統計は統計であってもこの点を考慮し、実態を把



第 17表

市町村別、年度別悪性新生物死亡数蚊死亡率 （人口10万対）但し 1カ年乎均は昭和35年国勢調査人口による

｀ 市町村別

昭和 31 昭和 32 昭和 33 昭和 34 昭和 35 死亡 死亡率

死亡数1死亡率死亡数1死亡率 死亡数 1死亡率 死亡数 1死亡率 死亡数 1死亡率
総数 （卓屯） 〉呻 B'1_ _ l 昭和 31 昭和 32 昭和 33 昭和 34 昭和 35 死亡死亡率死亡数1死亡率死亡数1死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率総数(平1カ均年）

総 数 1,231 91.． 3 1,204 87.7 1,211 86.． 9 1, 290 93.4 ． 1,404 105.1 6,340 94、. 河 辺郡 28 101.3 23 81.6 31 110.3~--2.!.:1 25 95.2 133 101.2 

市部総数 503 94.9 509 94.9 485 90.3 559 103.1 586 108.8 2,642 98.1 河辺町 17 111.7 13 82.9 14 90.1 14 90.5 15 102.0 73 99.2 

郡部総数 728 88.9 695 83.0 726 86.3 73i 87.1 818 102.6 3,698 72.6 雄和村 11 104.0 10 80.1 17 135.3 12 92.4 10 86.5 60 103.8 

秋 田 市 190 99.9 199 106.0 182 95.3 186 99.8 374 105.1 1,131 111.1 由利郡 104 91. 9 91 82. 5 105 95. 5 110 99. 1 117 110. 7 527 99. 7 

能 代 市 59 93.0 57 87.2 76 116.6 62 94.7 65 103.2 319 101.3 仁賀保町 13 90.5 14 96.9 14 123.e 11 76.5 22 157.o 74 105.6 

横 手 市 31 74.5 41 80.6 36 75.3 51 106.6 58 123.5 242 102.7 金浦町 5 79.0 1 15.0 12 180.0 4 60.6 13 202.0 35 108.8 

大 館 市 44 78.9 52 88.2 29 48.6 68 87.5 54 93.5 247 89.0 象潟町 18 118.0 12 76.7 17 109.1 13 83.2 11 13.5 71 94.S 

本 荘 市 37 94.6 30 77.7 50 117.2 46 117.2 40 103.2 203 104.8 矢島町 10 96.4 8 77.6 11 107.0 16 115.0 8 78.3 53 103.8 

男 鹿 市 50 103.0 55 109.6 36 71.3 60 118. 7 51 110.6 252 109.3 岩城町 12 136.2 9 71.1 12 134.7 14 157.1 7 84.1 54 129.S 

湯 沢 市 31 74.5 40 95.4 39 91.8 41 97.6 52 126.1 203 98.5 西目村 3 55.8 8 147.7 5 92.1 8 135.9 9 158.5 33 116.2 

大 曲 市 36 87.5 35 83.4 37 89.2 45 107.2 i一そ 126.5 205 99.8 

鹿 角 郡 67 87.0 61 77.8 • 69 86.5 71 ー89.1 I I 99.2 343 90.7 
鳥海村 7 52.1 8 58.0 5 36.4 10 72.8 6 46.1 36 55.2 

東由利村 13 133.4 3 30. 7 8 81.3 7 70.8 7 77.1 38 83. 7 

花 輪 町 17 82.3 14 65.3 18 82.9 17 78.5 22 105.6 88 84.5 由利町 6 61. 7 15 156. 7 9 92. 6 11 113. 9 1 9 206. 7 60 111. 1 

十和田町 16 84.7 17 83. 7 26 127.1 20 98.2 17 88.6 96 100.0 大内村＿17 102.3 13 87.5 12 76.8 16 102.2 15 101.4 73 98.7 

小 坂 町 16 96.7 18 117.6 12 73.8 14 86.3 16 102.1 76 97.0 イ山 」ヒ 君~ 152 96.0 137 85.8 127 78.0 124 76.9 153 98.5 693 89.2 

尾去沢町 11 99.8 6 52.7 6 54.0 11 98.3 12 113.8 46 87.3 神岡町 12 150.6 8 98.5 7 88.8 6 78.5 8 104.6 41 107.3 

八幡乎村 7 70.4 6 58.9 7 67.8 ， 89.2 8 85.2 37 78.8 西仙北町 24 145.8 19 112.0 13 76.2 12 69.9 21 131.6 89 111.6 

北 秋 田 郡 90 74.6 94 76.2 107 86.3 78 62.4 91 76.3 460 77.4 角舘町 22 110.1 21 132.6 21 111.3 17 89.6 24~_ 105 117.6 

鷹 巣 町 16 55. 5 22 77.0 34 118.8 20 69.4 27 99.1 119 87.4 六郷町 7 67.9 13 102.8 9 85.5 4 37.9 11 111.9 44 89.5 

比 内 町 19 100.7 18 93.1 18 92.0 12 60.4 13 70.9 80 87.2 中仙町 12 77.0 10 64.2 12 74.0 12 74.2 13 85.7 59 77.8 

森 吉 町 14 87.2 13 79.5 12 73.8 7 43.0 6 38.7 52 67.1 田沢湖町 13 70. 7 14 76.6 16 96.2 10 59.0 15 87.9 68 79.7 

阿 仁 町 5 45.0 10 88.9 4 35.8 2 17.7 7 61.7 28 49.4 協和村 13 87.8 15 100.0 6 ~ 14 92.9 14 99.3 62 88.( 

花 矢 町 14 90.7 12 75.5 16 99.6 14 81.2 13 85.2 69 93.8 南外村 6 81.4 5 68.5 5 68.0 7 92.6 7 99.5 30 85.3 

田 代 町 ， 72.7 ， 70.7 ， 69.3 8 60.9 7 57.6 42 69.1 仙北村 5 50.6 II 111.0 9 91.8 10 102.1 8 83.7 43 74.6 

＾ ロ JII 町 9 71.8 ， 70.9 ， 70.9 12 93.9 ， 74.5 48 79.5 西木村 8 87.0 8 43.7 9 94.9 5 52.8 5 56.6 35 79.3 

上小阿仁村 4 59.2 1 14.7 5 74. l 3 44.4 ， 129.1 • 22 63.1 太田村 5 50.0 3 29.9 6 57.4 9 89.0 7 71.3 30'61.l 
ヽ

山 本 郡 76 96.4 81 98.3 74 90.1 86 106.2 89 117.8 406 107.5 千畑村 17 148.8 6 47.3 6 51.0 10 86.5 11 100.8 50 91.7 

琴丘町 8 78.4 13 117, 5 2106 ! 89.4 13 122.5 10 96.6 54 103.6 

ニッ井町 21 103.1 19 90.7 125.0 16 76.2 18 91.3 100 101.4 

仙南村 8 91.3 4 45.0 8 67.7 8 66.8 9 78.6 37 64.'.< 

乎鹿郡 76 77.3 79 78.8 69 69.0 98 98.5 103 109.9 425 90.7 

八 森 町 5 61.6 10 113.6 8 91.6 12 140.2 14 177.2 49 124.0 増田町 12 87.8 16 111.7 9 64.l 13 93.5 23 174.2 73 110.6 

八 龍 村 7 65. 8 11 98.5 7 62.9 18 161.8 10 101.8 53 107.7 平鹿町 13 97.4 17 75.9 19 84.3 23 103.8 25 119.9 101 96.S 

山 本 村 10 86.5 8 65.4 11 90.7 12 98.5 17 148.0 58 101.0 雄物川町 18 98. 8 17 113. 0 8 45. 6 15 86. 5 15 95. 7 7 4 88. 5 

藤 里 村 14 150. 2 9 93.6 5 52.2 12 131.5 ， 104.1 49 113.4 大森町 7 59.8 4 33.0 15 122. 7 12 97.9 12 106.0 50 88.3 

峰 浜 村 11 127.7 11 128.6 7 82.3 3 36.0 11 146.3 43 114.4 十文字町 13 72.2 18 106.7 8 47.7 15 88.1 16 97.6 70 85.4 

南 秋 田 郡 64 83.8 72 87.8 74 92.6 80 99.6 89 116.6 379 99.3 山内村 6 46.5 5 57.2 2 23.2 7 81,9 5 66.7 23 61.4 

五城目町 106.5 20 92.6 20 93.2 18 89.9 93 92.9 大雄村 7 62.4 2 24.5 8 97.4 13 158.0 6 77.6 34 87.9 

昭 和 町 10 72.6 12 104.0 14 119.0 10 94.2 55 103.6 雄勝郡 75 102.7 59 80.0 70 94.8 58 79.6 76 109.0 338 94., 

八郎潟町 7 86.0 10 119.8 7 83.4 11 131.6 43 102.9 

飯田川町 10 125.9 5 81.7 4 65.6 10 170.3 37 126.0 

稲庭川連町 23 141. 7 12 76.1 ~1~ 12 76.6 15 102. 7 78 106.8 
雄勝町 18 106.2 10 58.4 18 105.1 15 93.6 24 148.9 85 105.5 

天 王 町 11 72.6 14 112.2 17 132.9 10 131.4 69 116.5 羽後町 '28 97.l 25 83.9 28 94.0 25 83.7 24 86.6 130 93.8 

井 JII 村 5 87.0 6 74. 5 11 137.2 12 110.2 39 102.4 東成瀬村 2 33.2 3 49.5 5 82.6 4 66.0 6 103.4 20 69.C 

琴 浜 村 8 75.8 7 59.2 7 59.2 18 151.9 43 71.9 皆瀬村 4 80. 8 9 178. 5 3 59. 5 2 38. l 7 128. 3 25 91. 6 



握するためにはいろいろな角度から検討しなければなら

ないことは自ら明らかである。

（ハ） 秋田県における悪性新生物の部位別観察

(i) 胃の悪生新生物

秋田県における胃の悪性新生物による死亡率は最近著

しく上昇した。昭和25年より昭和33年までは人口 10万に

対して22.5の増加があり、また昭和34年より同35年では

8.7の激増振りである。

この状況を昭和35年度全国都道府県におけるもの（附

表3.4、参照）と比較してみると、奈良県は最高で、そ

の死亡率は人口 10万に対して62.5、次は和歌山県で60.5、

山形県60,3、新潟県59.3、鳥取県 58.9、石川県 58.7、
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香川県、 57.8、 長野県57.0という状態であり、 本県は

52.2で全国における順位が15位となつている。但し全癌

の統計成績は全国で29位で、中以下である。

全国における最低県は鹿児島であり、 28.3、次は岩手

県の28.5、静岡県の34.3、青森県の34.7、長崎県の38.9、

北海道の35.8となつている。

以上の成績を昭和35年度厚生省人口動態統計特殊報告

で主要死因別訂正死亡率によってみると第15表に示すよ

うに率も亦順位も違つて来るのである。まず悪性新生物

全体 (B18）についてみると、男女とも高いのは奈良県

であることに違いないのであるが、和歌山県では男女と

も1叩外となり、また石川県でも同様であるが、 15位で

第 18 表 悪性新生物の訂正死亡率ならびに各県の順位

（昭和35年） （全国 111.0) 

県

順位

B I 8 
悪性新生物

男 I 女

B 18, d 
子宮の
悪性新生物

良

賀

田

形

阪

京

城

木

潟

取

島

奈

佐

秋

山
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東

宮

栃

新

鳥

福

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

1

1

 

分

崎

知

島

山

阜

知

岡

島

手
児

大
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愛

徳

岡

岐
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一

3
7
3
8
3
9
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0
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1
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2
4
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4
4
4
5
4
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取

山

山
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本

城

阜

山

根

媛

知

手

岡

島

歌

児

佐

奈

東

新

福

香

大

滋

鳥

和

富

石

熊

茨

岐

岡

島

愛

高

岩

静
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1

.

l

r

.
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8

2

8

5

7

8

9

7
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3

4

9

8

7

9

5

4

0

9

0
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塁

g

叫

⑳

虚
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虚

ば

直

虚

g
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匁

97
嗚

痰

阻

乳

紅
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B I 8. a 
胃の悪性新生＿物

男 l 女

78.J新潟

76.4 佐賀

75.8 富山

72.4 栃木

70.9｛東京

67.4 香川

66.1 奈良

65.9 石川

65.2 秋田

64.9 山形

64.6 和歌山

良

形

田

木

阪

玉

潟

賀

葉

京

馬

崎

山

偲

島

崎

分

岡

本

手

島

児

奈

山

秋

栃

大

埼

新

佐

千

東

群

宮

岡

高

徳

長

大

静

熊

岩

鹿

,

1

,
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3

4

3

0

5

5

5

2

9

2

0

8

3

0

8

3

0

 

0

1

4
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1
0
0
1
0
1
0
1
0
0
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9
9
8
9
7
9
6
9
4
9
4
8
4
8
4
8
4
8
3
8
3
8
0
8
0
7
9
7
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7
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49.9 

48.8 

48.6 

47.3 

46.3 

45. I 

42.4 

42.4 

36.6 

30.9 

媛

分

本

井

崎

崎

岡

手

知

島

児

愛

大

熊

福

宮

長

静

岩

高

鹿

崎

分

阪

岡

本

崎

井

庫

賀

川

川

岡

手

田

馬

野

形

玉

梨

阜

潟

長

大

大

福

熊

宮

福

兵

佐

石

香

静

岩

秋

群

長

山

埼

山

岐

新

{

f

l
、

|
l

2

0

3

2

2

2

1

9

8

1

4

0

0

9

7

5

4

0

3

2

9

 

4
5
4
3
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
3
9
3
9
3
9
3
8
2
9
2
8
2
7
2
7
2
7
2
7
2
7
2
6
2
6
2
0
 

19.6 

18.9 

18.7 

18.5 

18.4 

18.2 

17.3 

16.9 

16.8 

16.3 

16.3 

12.6 

12.3 

12.2 

11.4 

1 1. 4 

11.2 

11.2 

11.0 

10.6 

9.9 

あった秋田県の男子は第3位となり、女子は10位にある

と雖も93.5であるから全国値 (90.2)を凌ぎ、低率とは

言えないのである。更に胃の新生物についてみても男子

では全国で第3位、女子は9位となつている。

更にこれを訂正死亡率指数についてみると、悪性新生

物 (B18)の男子では秋田県は116.6で、奈良 (124.1)、

佐賀（121..8)に次いで第3位であるが、女子では103.7-

で、佐賀（122.3)を筆頭として奈良 (112.4)、東京

(112.3)、新潟 (112.0)、福岡 (111.4)、香川 (110

.3)などについで第13位を示している。また胃の悪性新

忘~ベ•一、’~ 9• 
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生物とtよると、秋田県の男子では132.3であるので、 奈

良136.3、山形133.3に次いで第3位、また女子では115,

0であるので、新潟130,6、佐賀124.3、富山116.5などに

次いで第9位となつている。ただ秋田県は子宮の悪性新

生物が少なく、全国でも最低に近く、また東北地方で下

位から第2位であるのであるが、子宮の悪性新生物は新

生物全体の8分の 1、胃癌の4分の 1に過ぎないことか

ら考えると、胃における悪性新生物の発生については深

い考慮が払われてもよいと思われる。

次に秋田県における悪性新生物を市郡別に観察する

と、僅か3ケ年間（昭和33、34、35年）の観察であるが、

胃による悪性新生物死亡率は44.8ー 45.0-53.7であるか

ら増加を示していることはうかがわれるが、これを市部

と郡部とに分けて見ると、市部総数では50,1-49.4-55 

.5であってあまり激しくない増加を示しているが、これ

に反して郡部では41.4-42.1-52,4とかなり顕著な増加

である。

いま第15表について市部の内訳を見ると、死亡率の上

昇傾向を示すものは横手、大館、男鹿、大曲の諸市、下

降傾向を示すのは能代市、本荘市であり、秋田市、湯沢

市は横ばい状態を示している。

次に郡部では上昇傾向を示すのは山本、南秋田、由

利、仙北、雄勝の郡であり、鹿角郡と北秋田郡では横ば

い状態を示し、ただ河辺郡では下降の傾向が見られる。

(ii)気管•気管支および肺の新生物について

秋田県においては郡部よりも市部に気管•気管支およ

び肺の新生物による死亡が多I,ヽ。市部のうちでも死亡率

は大舘市に高く、昭和34年は人口 10万対10.0を示し、同

35年には6.9を示している・（第15表）。 大舘市に次ぐも

のは大曲市、秋田市などであるが、昭和33年より35年ま

での3ケ年間に死亡事実が 1年とか2年とかしかない能

代市、男鹿市や横手市、本荘市、湯沢市などでは統計の

年次的恒常性が疑わしいものであろう。

郡部のうち昭和35年において鹿角郡は人口10万対9.3

で最高、これに次ぐものは南秋田郡の、 6.5、由利郡の

4.7、山本郡の 4.Cで高い方であろうし、河辺郡は 3,8、

北秋田郡3,2はと低くなつている。

以上と比較する意味で昭和35年の全国の統計を引用し

てみると、気管•気管支および肺の悪性新生物の訂正死
亡率は人口10万対で市部は103.7、 郡部は94.8であって

市部に高いことは秋田と同様である。また年令的には45

~54オの間に率の上昇が目覚ましい。男女では40~44オ

頃から差ができて以後ますます顕著となつて80オ以後で

は54,5と18.9となつている。

次に全国的傾向をみると、秋田県では人口10万対死亡

率5.3であり、全固都道府県の順位では21位である。昭

和35年における最高率で第 1位は京都府で、 7.4、 次は

山梨県の、 7.2、香川県の?・5であり、反対に低率の方か

ら言えば埼玉県の3.3、富山県の3.8、 愛知県の4.0、茨

城県の4.1となつている。 また年次的にいつて、昭和25

年には男女それぞれ0.8、0.5であったものが歳を逐つて

増加し、同36年には8.5、3.7となり、 12年間に3倍強の

増加を示しているのは注目すべきで、単に医学的診察技

術の進歩ばかりでないように思われて憂慮に堪えない。

(iii)乳房癌

秋田県において昭和33年より35年までの死対率（人口 10

万対）をみると、市部では1.7、0.7、1.9で、郡部では

2.1、1.2、1.1で、いずれに高く、 いずれに低いと言い

難い。大凡の眼から市部をみると高いのは男鹿、本荘、

大曲、秋田の諸市で、他は低く、殊に横手市などはこの

3ケ年間1例の死亡もないこととなつている。郡部では

河辺、山本、仙北の諸郡に高く、雄勝、南秋田郡、平鹿

の諸郡に低い。

以上の状況に対し、全国の様相をみると、 25年は3.3

で、 36年は3.6で、この中間においてあまり変動がな

い。また都道府県別にこれを見ると、最高の率を示して

いるのは滋賀県で3.0（粗死亡率）、次は香川県の2.5、

岐阜県、・石川県の2.3、岩手県の2.2という順序で、低率

は宮崎県の0.6、福井県の0.7、 鹿児島の1.1で、秋田県

は1.3であるから全国の41位に当る。

(iv)子宮癌

昭和33年より35年までの秋田県における子宮癌死亡率

（人口 10万対）をみると、それぞれ、 6.8,5.6、5..9であ

つて、これを市部と郡部とに分けてみると、市部では 6

.5、6.3.、4.8であるから減少の傾向にある。しかし郡部

では6.9、5.1、6.6であるから漸減の傾向は市部ほどは

つきりしない。これを全国についてみると、昭和25年19

ぶ昭和30年16.0、昭和35年14.9となっており、減少の傾

向がつよい。しかしこれらの値に秋田県が遥か及ばない

ことは不幸中の幸というべく、全国値の高いことは大阪

以西の地に高率であるためであろうと考えられる。そし

て秋田は訂正死亡率より都道府県における順位をみると

最低位から 8番目にあたる。因みに最低位の新潟は訂正

死亡率で9.9で、岐阜は10.6、山梨は110、そして秋田は

12.2である（昭和35年度）。またこれを市部と郡部別にす

ると前者はl5.7、後者は12.7で、明らかに市部に多い。

しかも年令的にいつて差異の起るのは40オ以降で、 80オ

以上にいたるまで市部に高い。



第 19 表 市郡別部位別年度別悪性新生物死亡数拉に死亡率 （人口 10万対）

（秋田県）

＼ 市郡別 忠コ五
悪性新生物 国目 気管、気管支および肺 乳 房 子 宮 白血病無白血病 そ の 他

昭 3 3 昭 3 4 昭 3 5 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 昭 33 昭 34 昭 35 

数 1 率数 1率数 1 率 数 1率 数 1率 数 1率 数 1率 数 1率 数！率 数 1率 数 l率 数 1率 数 1率 数 1率 数 l率 数 1率 数 1率 数 1率 数 1率 数 1率 数 1率
死 亡 総 数 1,211 87.9 1,290 93.4 1,404 105.1 617 44.8 621 45.0 717 53.7 57 4.1 55 4.0 75 ： 5.6 27 2.0 14 1.0 19 1.4 933 5 6.8 

77 5.6 79 5.9 31 2.3 26 l. 9 43 3.2 386 28.1 497 36.0 471 35.3 

］市 部 総 数 485 90.3 559 、103.1 586 108.8 269 50.1 268 49.4 299 55.5 19 5.6 ~7 4.9 34 6.3 ， I. 7 4 0.7 10 1.9 6.5 34 6.3 26 4.8 11 2.0 8 l. 5 16 3.0 142 26.4 218 40.2 201 37.3 
市 秋 田 市 182 95.3 186 99.8 214 105.1 97 50.8 87 46.7 108 53.0 ， 4.7 12 6.4 14 6.9 4 2.1 1 0.5 4 2.0 10 5.2 12 6.4 ， 4.4 5 2.6 2 1.1 5 2.5 57 29.9 72 38.6 74 36.3 
、能 代 市 76 116.6 62 94.7 65 103.2 45 69.0 27 41.3 29 46.0 2 3.1 1 I. I l 1.6 ， 13.8 3 4.6 4 6.3 1 1.5 4 6.3 21 32.2 29 44.3 27 42.8 

横 手 市 36 75.3 51 106.6 58 123.5 22 46.0 29 60.6 38 80,9 2 4.2 6 12.8 2 4.2 2 4.2 10 20.9 20 41.8 14 29.8 

大 舘 市 29 48.6 68 87.8 54 93.5 1321.8 28 49.9 23 39. 8 3 5.0 610.0 4 6.9 1 1. 7 1 1. 7 5 8.4 4 3.5 5 8, 7 I I. 7 2 3.5 2 3.5 711.7 27 34.5 1939.2 

本 荘 市 50 128.0 46 117. 2 40 103.3 32 81.9 24 61.2 23 59.4 2 5. 1 3 7.7 1 2.6 l 2.5 1 2.6 2 5. 1 l 2.6 1 2.6 2 5.1 1 2.6 13 33.2 14 35.7 15 38.7 

湯 沢 市 39 91.8 41 97.6 52 126.1 26 61.2 21 50.0 28 67.9 1 2.4 
＇ 
3 7.3 1 2.4 1 2.4 2 4.8 1 2. 4 1 2.4 l 2.4 1 2.4 ， 21.2 17 40.5 18 43.7 

部 男 鹿 ・市 36 71.3 60 118.7 51 110.6 16 3 1. 9 30 59.3 26 56.4 3 6.5 1 2.0 1 2.0 2 4.3 4 7.9 7 13.8 2 4.3 1 2.0 l 2.2 14 27.7 22 43.5 17 36.9 

大 曲 市 37 89.2 45 107.3 52 126.5 1843.4 2252.5 2458.4 2 4.8 4 9.5 4 9.4 I 2.4 1 2.4 3 7.2 2 4.8 4 9. 7 2 4.8 2 4.9 1126.5 1740. 5 17 41.4 

郡部総数 726 

86 • 3 1 73 1 1 ー：：6：2. 言口9冗1：7言6. 5l| 3 `  』4l. ： l . 3 5叫3113493!'1264正9叶28-.•.5 4I I pよ4勾11圧831I35葱26.．.4 4 o 2 
381 4.5 

2e5l 1 26..3 3 □I—← 牡23仁旦45•.] 4 1 
皇全1皇

.l. 2二？上：1冒0,8. □ 9 35..8 1 53 7 

皇1~ 2.4 18 2.1 27 3.4 

244129,0[ ー—詈一3221319・に'1l225―65 •. ： .-0 4 6 -

270'33.9 
-―i ―2-0| 125.1 鹿角郡 69 86.5 711 2 2.5 4 5.0 9.3 1 1.3 3 3.8 2 2.6 3039. 7 

北秋田大舘保健所 43 131. 7 34 1 6.2 1 2.0 

］ 
4.1 1 2.0 I 2.2 8.1 4 8.7 1 2.1 I 2,0 13 47. 3 13 28.4 

郡 郡 鷹巣保健所 64 84.9 44 3 4.0 2.7 6.6 1 l. 4 2 2.7 I 1.3 4 5.5 2229.1 
一2303;i122-77-• .3 8 

乙言厄―8 ロロヽ～計 107 86.3 78 4 3.2 I 0.8 3.2 l 4.2 3 2.2 21 1.6 4 8.4 35 28. 21 

山 本 郡 74 90. l 86 106.2 I 89 117.9 

ね6 8 ［ 53.9 

3948.2' I 475 I , 59.6 6 7.3 3 3. 7 ~1_i2 3 3.7 1 1.2 
I ［ ||―-ii|~-一- 7.4 _-7星----虹|_き 5 6.2 I 4 5.3 32! '38.9 32 I雷3357..9 S ― 尋3'2四5, 1 男鹿保健所 7 59.2 7 59.2 12 100.2 650.8 58.5 216. 7 1 .  

南秋田 I 秋田保健所 14 
112.2 17 144.1 18 I~ . 111561..6 9 542.4 976.0 

霜6 7.6 ］ 
171..0 8 
I 8.4 1 8.5 

1 1 8.0 I~ 
:
I 16.9 324.、1 9 542.2 

. _ 
~一

郡 五城目保健所 53 95.2 56 100.5 59 30 3257.4 3770.5 2 3.8 2 3.6 5.4 7.6 1 1.8 1 1.9 16 38. 8 ―2-0|. --1-52-8.-6 
I 計 74 92.6 80 99.6 89 4455.0 43,53.5 5369.5 3.7 5 6.5 1 1.3 1 3 3.8 3.7 7.8 2 2.5 1 1.3 19,23. 7 30,37.4 23 30.1 

河 辺 郡 31 110.3 26 91.3 25 95.2 21 74.7 10 35. 1| 12|45. 7 1 3.6 -1-一I 3.8 1 3.5 1 3.8 2 7.1 1 3.5 291 I : 7.6 1 3.6 3 10.5 迄．3 11 38.5 ， 34.2 
4-8.1 -43| '58.7 本荘保健所 80 104.8 73 94.9 84 114.6 35 45.9 37 5 6.6 5 6.5 5 6.8 1 1.3 1 1.3 1 1.4 4 5.2 4 5.2 4 5.5 4 5.2 l 1.4 3140.6 26 33.8 30 40.9 

由利郡 矢島保健所 25 74.3 37 108.7 33 101.8 13 38.6 16 4-7.0 18 55.5 1 3.0 l 2.9 1 3.1 1 3.1 11 32.7 20 58.8 13 40.1 

計 105 95.5 110 99.1 117 ll0.7 48 43.6 5347.8 61 57.7 6 5.5 6 5.4 5 4.7 1 0.9 1 0.9 2 1.9 4 3.6 4 3.6 5 4.7 4 3.6 1 0. 9 42 38.2 46 41.5 43 40.7 

部
大曲保健所 69 66.9 80 80.2 96 99.6 

ー；；60信36：. 8 
4878.1 

54,56.0 5 3 8 4.8 4 ::I□i宣：］：且：
5 4.8 4 4.0 8 8.2 I 1 1.0 

ロ］31闘1.9 -:6 1：：：3.に9 43仁26.＼4 37 冒2.9 4,ロ30.3 31 52.6 仙北郡 角舘保健所 58 94.8 44 71. 5 57 96. 7 1930.9 4.9 1 6 9.8 3 4.9 I l. 7 

計 ‘127 78.0 124 76.9 153 98. 5 67 41. 5 85 54. 7 4.9 5 11 6.8 7 4.3 ， 5.8 1 0.6 
平 鹿

郡郡I 69 69.0 958 8 98.5 103 109.9 I直32ii 31.0 253 6 53.3 -;!1~1~1り~I~：~l~］］只I―l―二戸-;l-~l~ 7.0 8 8.5 I 5 紐2.8I I l.o I」3 6.4 222511主33.8 33 33.2 I亙27 3308..9 7 雄 勝 70 94.8 79.6 76 109.1 43.3 35. 7 4.1 4 5. 7 2 l 1.3 4.3 27 37.1 
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第 20 表 部位別年度別市部郡部部別死亡率（人口 10万対）

召死＿1-竺。::1:3:［：3：|553:1塁塁：1:：言；6:3:［塁305|26343I403:|3733I

：亡総：：言三Iニロニロニ：：
第16図

昭和33年より昭和35年までの市郡別

全癌胃癌の死亡率（人口 10万対）頻度＼

（率人口10万対） （黒は胃癌白は全癌）

0 40 90 少

心嘩

し、

第 21 表

年度別市郡別全癌胃癌の死亡率

（人口 10万対）

下 全癌胃癌

市郡別年度昭33 昭341昭35 昭331昭341昭35

死亡総数 Ia1.9I 93.41105.1 

市部総数 I90.31 103.ll 108.81 50.ll 49.41 55.5! 

能代市 I116.61 94. 11 103.2I 69.0I 41.3I 46. 

横手市 I75.3I 106.6I 123.5I 46.0I 60.6I ao.91 

大舘市 I48.6 87.8 93.5 21.8 49.9|39.8| -_ |9----
117.2i 103.31 81.91 61.2 

---- | i 
湯 沢市 91.8I 97.6I 126. II 61.2; 50.0I 67. 

男鹿市 71.3I 11a.11 110.6I 31.9I 59.3I 56.4I 

大曲市 89.2 107.3 126.5 43.4 52. 5| 58.4 

郡部総数 86.3I 87. 11 102.6I 41.4I 42. ll 52. 

I | 
鹿角郡 86.5¥ 89.1¥ 99.2; 40.1¥ 36.4¥ 38.3 

l 

北秋田郡 86.3I 62.4I 76.5I 41. 11 26.41 36.2 

山本郡 90.11106.2: 111.9I 35.3I 48.2I 59.6I 

I---
南秋田郡 92.61 99.6! 116.61 55.ol 53.51 69.51 

、 1 .

由利郡 95.51 99.ll 110.7I 43.71 47.8I 57. 

仙北郡 78.0j 76.91 98.5/ 36.BI 41.51 54.7! 

----―言
平鹿郡 69.ol 98.51 109.91 31.01 53.3「55.51

雄勝郡 94．:a1 79.6I 109. ll 43.31 35. 71 54;5 
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秋田県の場合昭和35年の市部では大曲市（9.7)、大舘

市(8.7)が高く、湯沢市(2.4)、本荘市（2.6)と低い。

また郡部では鹿角郡（9.3)、山本郡(9.3)、平鹿郡（8.5)

で高いが、北秋田郡C4.2)、雄勝郡（5.7)と低い。この

ように地域差のあることは全国を都道府県別に見ても格

差のあることはすでに述べたとおりである。

(v) 白血病無白血病

本疾患は子宮における新生物死亡より更に少し疾患

で、死亡が少く、従って地域としては死亡率（人口 10万

対）に浮動のあることは免れ難い。昭和33年より35年ま

で死亡率の状況をみると、それぞれ2.3、l.9、3.2、とい

う成績であって、年次的な増減という問題については一

考を要する。秋田県について市部と郡部とに分けてみる

と、市部総数では2.3、1.9、3.2となっており、いく分

増加の傾向が見られるが、郡部では2.4、2.1、3.4で、

ここにも増加の傾向が見られる。市部で増加の傾向のあ

る市は能代市（0.0-1.5-6.3)、大舘市(l.7ー 3.5-3.5)

で他市ではかかる傾向がなく、横手市ではこの 3年間 l

(vi)その他の悪性新生物

此処にいうのは上掲の悪性新生物を除し、た残部を指し

ていうのであって、昭和33年より昭和35年までの死亡率

（人口 10万対）は、郡部よりも市部にいく分高い。市部

において高率であるものは（第15表参照）能代、大曲、男

鹿、本荘の諸市であって、低率は大館、横手の諸市であ

る。また郡部においては由利、山本、雄勝の郡に高く、

仙北、平鹿などの郡に低い。いま昭和年35度についてみ

．ると、市部の能代は42.8、大曲は41.4、また郡部では由・

利が40.7、鹿角が39.7という数値を示し、これに反して

低率地域としては横手市の29.8、北秋田郡の27.8であ

る。

以上を全国について見ると、秋田県は33.8で順位が

33位で、従って秋田はむしろ低率県である。最高率を示

すのは鳥取で53.1、第2位か和歌山県で49.2、次が佐賀

県で48.0、次は奈良県47.8、滋賀県47.7となつている。

逆に低率の方からいえば岩手県28.4、神奈川28.7、静岡

29.1、宮城29.6、北海道30.2という順位となる。

悪性新生物死亡の季節別頻度について

月別悪性新生物死亡数ならびに死亡率を秋田県と全国

例の死亡もない。また郡部で増加の傾向のあるものは鹿

角郡、北秋田郡、山本郡、仙北郡、平鹿郡、雄勝郡など

であるが、南秋田郡、河辺郡、由利郡では減少の傾向が

うかがわれる。

ー とを比較して見ると第22表および第17図に示すとおりで

これを全国について見ると、秋田県の場合と同様漸次

増加の傾向が強く、性別にしてみても昭和25年男子1.8が

36年には3.2となり、女子では1.2のものが2.5となり、

12年間に倍増したということとなる。また訂正死亡率か

らみて 6大都市では 2.7、その他の市部では 2.8、郡部

では 2.9であって、必ずしも郡部に死亡率が高いとは限

らないようである。

次に都道府県別にみると、鳥取 4.8C粗死亡率）、石

川4.5、東京3.6、徳島・香川 3.4で、低率の方からいえ

ば埼玉1.5、滋賀、神奈川、茨城の 2.1で、秋田県は

3.1で第8位である。

第 22表

B18 月別死亡数、死亡率

ある。すなわち二月頃より死亡率は減少しはじめ、四

月、五月は最も低く、次に六月、七月頃からや上上井

し、九月、十月、十一月は最高を示しつ上、やM臥ヽ―

月、二月と移行して行っていることは全国も秋田県も同

様の傾向を示している。悪性新生物による死亡はその発

見の遅速、治療の加減、治療の手技、看護の如何など人

為的な面もあるが、一般に衰弱状態の如何によって季節

的影響、すなわち向寒の候には死亡が多く、また熱量節

約といった温暖の場合には少くなることが考えられる。

それに加うるに天候の不順と共に感冒、肺炎その他の併

発症を来し易い湯合には多くなることは当然で、統計上

必須の調査事項とは考えられない。

（人口 10万対）

（厚生省発表概数による）

~I総数 1 月 2 月 3].4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 II月 12月
年度別 率

全五：率⇔．ー5-88.61 86.01―84:6]:: 86.41こ，尋，l．9[] 96.2i忍．：＿9：.7
昭31 死亡数 81, 710 6, 772 6, 147 6466 6,362, 6,606 6, 557 7,0807,029: 69181 7,352 7, 1051 7,316 

：一芦竺／□ 9101§三1戸戸：3廼三戸ぼ三 7,0491汎 917,525 72竺7,287
死亡率＿ 9l.2―-90_.0 87.41 86. 1 85.4 89.8 88.7 93.7 91.3| 95.8! 97.3 96.9; 94. l 
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昭一33 I 死亡数 87,355 7,024 6,295 ~I 7,072 79,111.7 5 79,048.0 6 7,641 7,647 7,375 1 :;:::I 7,578 7,542 
死亡率 94.9 90.6 89.8 94.0 98.0 98.0 97.6 iOO.l 96.4 

国

昭34I 死亡数 90,993 7,607 6,663 79, 505.651 1 79,311.2 5 
死亡率 97.9 97.1 94.1 

79,337.981 -79,630.091 立98.__1_71 810,001.6 61 710,71.3331 ! &10244.2411 三101.511 7100,90.0 5 

1昭35死亡数t 93,483 I 7,798 ! 7,118 79, 6790.71 1 79,＇ 474.6 6 
死亡率 100.! 99.2 96.7 

79,403.391 一三9a.61享100.61810,210.8is1l 7100,89.72国!10s.］ 9I 710，946.o7l 810,321.6 1 
昭31死亡数I l, 177 7790.9I I 1 ’ 79 -7-6匹」 98 111 I 87 98 96 10211.581 1 9310.4 8 111 I 96 

秋
死亡率 86.5 77.3 87.6 96.l 77.8 87.8 86.0 99.3 83.1 

昭32I死死亡亡率数11 1, l 4.2 9 96 737.6 4 657.4 5 75 81.93 l l03 111 I 96 : 115 I 100 I 104 105 
85 83.8 67.6 92.8 96.8 83.8 103.7 87.3 90.l 91.€ 

田 昭33 死`亡数 1, 155 74 91 I -88I-叫.2’ 89 10111.6 3 788.7 6 87100 .4 103 94叫.0I 97 849.541 1 869.9 5 
死亡率 85. 1 64. 1 88. o eo. 4 89. 9 84. 1 

県

昭34I 死亡数 1,239 109 92 104 97 

死亡率 92. 1 92. 0 89. 1 87. 8 87. 6 
8510.31 I 899.9 4I 8710.03 I 9311.71 1 9710.8 61 9511.43 I 889.851 1 8710.4 8 

昭35I死亡数I 
死亡率

1,376 i 10612.61 `  、 100 116 I 116 I 11 ， ， 118 I 128 778.8 6 10311.9 4 111 124 121 
103.0, 97.6 102.2 105.7 104. 107.5 112.8 97.8 113.0 106.6 

ー全―ー＿国一I 死亡 436, 570I 36, 11--1-132, 29J 35,3 40841 1 34,357 I !I i 35, 45240 7 35,04995 4 i3_7_,_§5460011 37,48934 93 互呵556139,45229711 三531iI 38,25625 1 
秋 田総数 60961 4901 438 4 475 

第 17図

秋田県月別死亡率（人口10万対）

昭和34年度

学吻峡' :zo 40 oヽ go ノ必ノ匁9
I 

＇ ＇ ' 
， ． 

点会計
I 

/ iぅ

よ
3 } 
4 A 
,<--- } 

ム月 ―’ 

ク l-J
ん 月

1 

？ 月
7 

/()月

ノ1 月 I 

／よ月

黙lサ幻判む旬＃全国



- 77-

第 20図

年度別月別悪性新生物死亡率（人口10万対）頻度
（秋田県） ・・ （全 国）
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秋田県における悪性新生物死亡の職業別産

業別観察

産業別、職業別に統計する場合には職業別人口構成が

必要である。しかし職業別人口構成を調ぺることは容易

ではないので、ここでは単に各年度別に悪性新生物死亡

総数に対する職業産業の各種類の区分毎に百分率を求め

ることとした。それで年度別にまた職業別産業別大分類

第 22表
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別に死亡数ならびに死亡率（百分率）を挙げると第17表

ならびに第26図のとおりである。すなわち昭和32、33、

34年度については、職業では農夫、伐木夫、猟師、漁夫

および類似者が36.0~39.0%を示していることは目立つ

が、未就職者や無職者が40.0~46.0%を占めていること

にも注目される。これらに次いで格段の相違を以て続く

のは特殊技能工、準純労務者で 5.5、5.5、5.8の程度

年度別、職業、産業大分類別死亡数死亡率（百分率）

秋田県

2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 
大職分類業 I 専術 管職 事従 販従

農 夫漁 採的 運職 特産単 サ 未無 分 I総

別門的
夫 及

殊能技程エ従純労

I 
就職

伐び 鉱 ビ 類

理 事 事 木類 職 輸 ス
職

的職 夫似 採 工業慟 職
業業 不

年度別＼＼ ＼‘|技業 的業 務者 売我
猟業 石業 的業 生者者 業 者者 能 1 数
師者

昭 32 死亡数 141 7 --;~I 33.0 7 475 7 0.7 6 66 18 547 一1, 2100 041 
百分率 1.2 0.6 , 39.4 0.6 5.5 1.5 45.3 

昭 33!死亡数 I O.? ql 11.20~ | 301 43 
475 

0.5 41 0.76 l 67 11 I 554 ＇ 1,211 

百分率i 39.2 5.5 0.9 45.7 1001 
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昭 34 死亡数 1 16 15 31 46| 4731 16 7| 75| 201 591| t,290 

百分率 1 1.2 _ 1.2-:.4 3.61 36.71 1.21:1 5.8| l.6l -45□8I I--l 

： 夏分類胃 ： 林狩 3産 ~1~1:1:小 8不 9 し゚ I ~ I ~ I ~ I 総

へ：ぺ築へ：9[し年度別 業び業水業業業業び業び業望11; 務 業 1 詳 I 数

：言口］］］］口I1i_]:]j口
で、次は販売従事者の3.0、3.6、3.6、その次が事務従

事者で、 2.2、2.5、2.4である。採鉱採石的職業、専門

的技術的職業や、管理的職業は案外低いことも注目され

る。

次に産業別にみると、農業が最も高く 36.0~39.0%を

示し、また無業の45.0劣は高いが、これには特殊の意味

があろう。農業に次いで高いものは卸売小売業で、

3.0~4.0劣、これに次ぐものは製造業、建築業である

が、何れも農業と比較するときは問題なく低い。

しかし職業によつて就業者の平均年令はかなり違う

第 23表

し、•最も年令の高い農林・漁業従事者と、最も低い運

輸、通信従事者とでは平均して13オの開きが見られる。

従つて訂正死亡率による観察を行う必要があるので、昭

和35年厚生省統計部において作製された資料についてみ

ると、かなりな相違が見られる。この場合は昭和35年の

15オ以上の男子就職者について行われたものである。

なお就業者総数の死亡率を 100とした職業別訂正死亡率

指数を示したものが第23表である。更にそれを年令階級

別に悪I生新生物（第25表）と胃の悪I生新生物について

（第26表）も示されている。

15 r• 以上男就業者の特定死因・職業（大分類）別訂正死亡率指数
（厚生省） 昭和 35 年

死亡 B全l結、B核211悪新B生I性B 物 B 亙B 2 り傷 B 26 
B31 • B 責B E47 BE  芦胃 虚枢神 B25-B27［ 脈硬化悶炎管お支よ B E48 自職 業 悪 の血 畠臓の およど塁 不事慮故の お自よび傷総数 新の損 患 性心

就業者総数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.ol 100.o 100.C 

専門的・技術的職業従事者 91. 7 105.5 109.2 IOI. I /88.4 105.8 118.8 91.0 68.6 71. 7 

管理的職業従事者 57.7 64.8 86.7 76.9 46.3 65.4 74.9 39.3 50.9 46.2 

事 務 従 事 者 67.1 84.1 98.7 87.2 56.8 70.7 76.8 50.2 59. 9 73.2 

販 売 従 事 者 88.9 122.3 92.4 86.0 85.6 89.5 

95. 2 2 ］ 2 
71.2 89.5 93.3 

農林・漁業従事者116.6 113.2 110.4 115.3 117.8 117.4 112. 125.8 101.5 121.7 

採鉱・採石従事者1,77.8 256.0 160.1 164.3 150.0 126.6 123. 122.8 327.c 126. l 

運輪・通信従事者135.2 103.8 170.6 174.6 127.2 131.6 131. 120.6 157.7 81.8 

技能エ•生産工繋こ者ぉ 88.3 97.3 88.9 89.6 86.0 82.6 85. 79.8 112.8 87.s 
よび単純 者

77.61 サービス職業従事者 64.5 88.2 71.2 65.5 6l. 8 69.9 55. l 67.0 82.5 
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死亡総数を見ると、採鉱・採石従事者の指数が 177.8

で最も高く、これに次いで運輸•通信従事者が 135.2 、

その次が農林・漁業従事者は 116.6で、この 3者が乎均

を上廻つている。なお本表で気付くことは死亡総数にお

いて採鉱●採石従事者が高い指数を示すばかりではなく、

全結核、悪性新生物、中枢神経系の血管損傷、心臓の

疾息、動脈硬化性および変性性心臓疾患、更に肺炎およ

び気管支炎、不慮の事故や自殺および自傷においてさえ

平均を上廻つているということはよくよく検討を要する

問題と思われる。また従来農林・漁業従事者に高率に出

第 24表

15オ以上男就業者の特定死因・職業および訂正および年令階級別死亡率（人口10万対）

厚生省 昭和 35 年

~
I 年令階級別死亡率

総 数 15~20~ 5~30~35~40~ 5~50~55~ 60~60 才
総数 I 19オI24オ1229オI34オI39オI44オ1449オI54オI59オI64オ1以 上

就業者総数 722.3 722.3 134.9 192.6 194.2 191. 7 244.7 346.3 
545.31 864.21413. 812,Ji 224.̂1703 ~ 6 .9 

5965.8 

業専門的従・技事術的職者 662.7 542.6 181.8 140.8 120.4 132.4 173.4 254.3 5572.( 418.2, I 801. ： 1417..3 

管理的職業従事者 416.3 623.1 180.3 128.9 121.8 
148. :1 211.4 330.3 534. 854.91307.7 3076.3 

事務従事者 485.0 332.2 108.8 139.7 145.5 155.6 210. 300.3 500. 7 757. 1154.41803.0 2749.3 

販売従事者 641.8 694.4 159.8 159.4 159.4 195.6 252. 382.3 • 585. 7 967.o 1414.3 1925. 7 4343.C 

農林・漁業従事者 842.2 1431.9 153.8 245.7 245.5 226.6 283.3 393.5 610.2'993.91599. 459.2 7043.4 

採鉱・採石従事者1284.2 665.8 364.5 360.8 416.4 347.0 468.0 486.6 986.81288. 4. 888.9 10642.S 

運輪•通信従事者 976.7 288.4 224.0 211.0 183.2 171.1 208.5 319.1 8818.2 

技従労能事エ者お•働生よび産単工純者程
637.9 446.o 117.7 187. l 196.5 201.3 249.7 353.2 548.5 793.61329. 018.7 4538.( 

lヽ

サービス職業
452.4 581.51044. 535.0 従事者 466.2 367.9 119.0I 142.1 135.3 140.6 184.5 243.0 3069.3 

注 （1) 訂正死亡率は昭和35年の15オ以上男就職者総数を基準として計算。

(2) 死亡総数のみ、訂正死亡率は15~84オまで5オ階級の年令別死亡率をもとにして計算。

現するといわれた中枢神経系の血管損傷が指数をもつて は心臓の疾患であるが、不慮の事故とか結核となると再

示せば心臓の疾患、動脈硬化性ぉよび変性性心疾患とと びその差が大きくなり、最高の採鉱、採石従事者は最低

もに第3位にあることは別の意味から検討すぺき問題と 値を示す管理的職業従事者の不慮の事故では約6倍、結

思われる。 ． 核ては約4倍の高率となっている。

これらと対雄的に低いものは管理的職業的従事者であ 次に15オ以上の男子の職業別年令階級別悪性新生物死

つて、最低の57.6で、これに次いで低いものはサービス 亡率（10万）について見ると（第25表参照）、 20~24オ

職業従事者で64.5、その次が事務従事者で67.1を示して で管理的職業従事者が32.8（総数では 5.8)を示して断

いるが、これらの職業は平均値の 6-7割ということに 然ぬき出ているが、その原因は不明、しかしすでに中年

なる。そして死亡率の職業の種別間に差が比較的少いの．

第 25 表

B 18 

年令階級別・職業別訂正死亡率

悪性新生物 （厚生省）

訂正 年令階級別死亡率

職 業 死亡率総数 I15；オI20云オ125盃式°ふI35る叶404：オI454；井゜るオ！55るオ゜る弁望上
就業者総数 126.2!126.2¥ 3.71 5.al 9.1¥ 11.2¥ 31.ol 59_5¥ 115J 206.2¥ 345.ol 520.1¥ 933.2 
芯悶・技術的職業 137.81 112.51 -I 8.61 10.01 14.51 30.41 44.51 94.81216.41386.41638.111065.l 

管理的職業従事者 109.41 175.71 -I 32.81 15.81 16.81 21.31 42.ll 92.51 158.41 283.61 408.61 838.2l 



内哀亨？·'’ぐ•竺~ミJ
_,,,,_,-,: 

事務従事者 124.6 75.3 5.2 7.0 10.7 

販売従事者 116.6 129.4 2.3 5.1 9.5 

農林・漁業従事者 139.3 240.1 5.6 9.2 11.5 

採鉱•採石従事者 202.0 79.2 9.7 

運輸・通信従事者 215.3 40.0 6.2 5.4 

技能工、嵐産翡従事
者および純働者

112.2 72.2 3.1 3.7 

サービス職業従事者 89.8 67.8 3.3 7.2 

となった45~49オという年令階級では最も高率なものは

採鉱、採石従事者で、その次が 128.4で農林・漁業従事

者と運輸・通信従事者が同率で、次が事務従事者で、サ

ービス職業従事者、販売従事者と続くが、後2者は乎均

の 115.7に及ばない。 55~59オとなって専門的・技術的

従事者が乎均以上の数値を示すようになるが、運輸・通

9.8 

7.2 

7.2 

7.9 

- 80-

22.4 35.9 72.9 128.2 235.0 361.5 556.8 719.C 

14.0 28.5 54.3 112.0 219.2 329.4 458.4 822.~ 

19.9 34.1 70.7 128.4 238.4 381.9 568.9 989.6 

13.7 40.8 56.0 194.7 215.4 433.3 555.6,2214. 3 

14.8 33.9 52.2 128.4 427.2 488.7 709.7 2090.S 

14.7 29.1 55.1 106.3 172.6 304.9 467.3 838.E 

20.0 16.2 41.2 114.51130.2 262.0 383.8 567.7 

信従事者の488.7や採鉱・採石従事者の433.3に遠く及ば

ない。 65オ以上となると、採鉱・採石従事者（2214.3)

と運輸・通信従事者（2[190.9)とが高く、専門的・技術

的職業従事者 (1065.1)がそれらの次で、農林・漁業従

事者 (989.6)が4番目となっている。管理的職業従事

者は 838.2で、むしろ低い方である。

第 26 表

B 18,a 

年令階級別・職業別胃ガン死亡率

胃の悪性新生物 （厚生省）

職

l 

1訂 正 年令階級別死亡率
業

死亡率総数 l15豆叶20云叶25る叶30;オ135る叶40る叶454:オ[°る叶55盃オl-60る叶65立上l

就業者総数 66.6 66.6 0.3 0.8 2.9' 

専旦的・技術的職業
従者 67.3 54.9 1.9 2.0 

管理的職業従事者 51.2 81.9 16.4 10.5 

事務従事者 58.1 34.7 0.7 

販売従事者 57.3 63.6 1.1 

農林・漁業従事者 76.8 133.7 0.7 1.4 

採鉱・採石従事者 109.4 42.5 

運輸・通信従事者 116.3 19.6 1.6 0.4 

技能エ・輩産轟従事
者および純働者 59.7 38.2 0.1 0.3 

サービス職業従事者 43.6 33.1 1. 7 

最後に胃おける悪性新生物についてみると、 20~24オ

間で管理的職業従事者は16.4を示し、平均の⑳倍を示し

ているが、これは不可解なことである。 45~49オとなる

と、採鉱・採石従事者が105.6（このとき総数では63.1)

を示して最高で、これに次ぐものは運輸・通信従事者の

77.7、その次が農林、漁業従事者の74.0、その次が事務

従事者、サービス職業従事者の順となる。そして最も低

いものは管理的職業従事者の49.6で、その次が専門的・

技術的職業従事者の49.7で、技能工、生産工程従事者お

よび単純労働者も低い。そして65オ以上となると畜運輸

3.7 

2.3 

4.0 

1.6 

2.2 

2.3 

4.0 

7.6 15.8 31. 7 63.1 109.7 183.3 278.9 502.4 
I 

5.9 15.4 17.2 49.7 111.1 194.8 306.6 528.6 

5.6 15.8 22.9 49.6 77.9 122.0 195.5 361.8 

7.5 16.6 35.1 69.9 112.7 159.9 276.5 330.6 

7.3 15.4 25.6 55.2 107.5 166.2i 223.4 
411. ］ 

8.4 19. 7 39.6 74.0 132.4 217.3 315.6 554. 

9.1 15.5 36.5 105.6 113.8 244.4 377.8 1142. 

＇ 
7.4 II.I 22.5 77.7 218.4 293.2I , 338.7 1181. 8 

7.5 14.8 30.8 56. 26 i 96.1 163.2 261.5 438.5 

125. 51 170. 9 

l 

8.91 5.4 31.1 64. 65.7 273. 91 

・通信従事者が1181.8、（このときの総数では 502.4)、

採鉱・採石従事者が1142.9で第二位、しかし第三位は農

林・漁業従事者は 554.9と非常に低くなり、サーピス

職業従事者は273.9、事務従事者は330.6と低いのであ

る。管理的職業従事者も 361.8で低い方から第3位とい

うことになる。
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